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【イギリス・中学校；Ｍｒ． Ｒｉｃｋ Ｒｏｇｅｒｓの授業】

（担当；二井正浩）

１．授業事例

Mr.Rick Rogers；“How does the past connect to the present ?”の授業記録

(2012年9月19･24･25日，Benton Park School，KeyStage3（第7学年），13～14歳)

（聞き取り不能箇所は・・・で示す。なお，授業における主要な問いは，資料との関連を分かりやすくする為に英文で示した。）

【１日目（９月１９日 水曜日）】

【生徒は，スライドに映し出された単

元目標（ To understand what a
synoptic framework is ；大まかな枠
組みは何なのか理解する）と中心的

な問い（How have the groups in each
of our five periods been organised ?
What do the turning points do ? How
have human beings developed over
time ? ；5つのそれぞれの時代では，
人間集団がどのように組織されてい

たか。時代の転換点とは何か。人類

は時間と共にどのように発展した

か）をノートに書き写す。その間，

教師は横軸に時代区分,縦軸に問いを
配置したイラスト年表のプリントと

手作りの冊子を生徒に配付する。生

徒の書写が終わると，スライドにも

配付したイラスト年表を映し出す。】

Rogers 先生：いいですか，静かに。今
配ったプリントのイラスト年表は世

界の歴史です。世界の歴史，まさに

過去から現在までの歴史です。プリ

ントの左端では何が起こっています

か。

生徒：それは，「古代」でしょうか。

Rogers先生：なるほど，では，もう一つ質問をしますよ；このプリントの右端では何が起こっていますか。
生徒：右の絵が表すのは，現在の様子とか僕たちがどんなふうに・・・。

Rogers先生：いやいや，そのプリントの右端の線のところで何が起こっているのかな。
生徒：進み続けています。

Rogers 先生：進み続けている，そうだね，最後の時代はまだ終わっていないからね，私たちはまだその中にい
るわけだ。いいね，このプリントで

は，世界の歴史が 5 つの時代と 4 つ
の質問から構成されています。

それでは，誰がこれらの時代区分

を決めたのかな。誰が 5 つの時代が
あるって決めたのかな。6 つではな
くて。13 じゃなくて。ロルストン，
なぜ 5 つなんだろう。誰が決めたの
かな。

生徒：誰も決めてません。

Rogers先生：誰かが決めたんだよね。5
つの時代に。
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生徒：・・・。

Rogers 先生：誰が決め
たんだろう？ 歴史

の本を読むと，何が

わかりますか。

生徒：・・・。

Rogers 先生：自分で考
えみて。分かること

は何かな。棚から本

を取ってきてごら

ん。何がわかります

か。

生徒：人々が考えたっ

てことです。

Rogers 先生：どんな人
たち？

生徒：うーん，歴史家

です。

Rogers 先生：歴史家，
彼らは真実を知っていますか。

〈配付されたイラスト年表〉

生徒：彼らは理論と証拠をもっています。

Rogers先生：理論と証拠，それで，あなたは何が分かる？
生徒：理論と証拠です。

Rogers先生：すばらしい。他に誰か言い換えてくれるかな？ 理論と証拠とは一体何だろう？

生徒：見解（説明）です。

Rogers先生：ありがとう。では，誰がこの 5つの時代を決めましたか。ヘンリー。
生徒：このプリントを作った人です。

Rogers先生：ありがとう。このプリントを作った人。その人はどれくらい重要？ 彼は正しいですか。

生徒：いいえ，それは彼の見解でしかないです。

Rogers 先生：見解。それは単なる過去についての一つの説明であって，事実ではありません。単に一つの説明
に過ぎないね。それが歴史です。私たちは過去を説明する。たとえば本や教科書もそうです。いいですか。そ

れを頭に入れておいて下さい。

それでは次に，時代の変わり目とこの目盛り（※横軸の 5つの時代枠を示す）について考えてみましょう。
まず，目盛りについて考えてみましょう。目盛りの幅はどれくらいですか。トリン，どうですか？

生徒：それぞれの時代で異なっているので，・・・。

Rogers 先生：すばらしいね。それぞれの時代は長さが違います。私たちの時代もそうですよね。まさに今は，
とてもゆっくりと進んでいる現代だと考えられます。では，人類の歴史の始まりの時代はどうだっただろう。

生徒：うーん，人類の歴史は，とっても，とっても長いです。

Rogers 先生：どれくらい長いですか。
生徒：うーん，・・・ずーっとです。

Rogers 先生：ずーっと？ まあ，いい

でしょいう。

Rogers 先生：では次に 5 つの時代の時
代間の分岐点についてです。分岐点

とは何かな，ヘンリー？

生徒：何か重要なことが起きた時，変

化が生じます。例えば，物事のやり

方とか。

Rogers 先生：そうですね。大事なこと
が変わるときに，新しい時代になる
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んだね。変わり目はどれくらいの長さかな？ どう思いますか，ロン？

生徒：変わり目・・・。

生徒：それは数年に渡ってだんだん起こるんじゃないかな・・・例えば・・・。

Rogers 先生：なるほど，でも，それはほんの短い時間かもしれないよね。例えば，王国（Kingdoms）の時代と
帝国（Empires）の時代の解釈における分岐点は，船に乗った人が陸地を見た，まさにその瞬間です。その船
はコロンブスという人が船長をしていました。その船に乗った人は何を見たのかな？ はい，ダニー。

生徒：アメリカです。

Rogers 先生：そう，アメリカ，アメリカがヨーロッパ列強の競争の発端を作ったんだ。そういうわけで，それ
が王国（Kingdoms）の時代と帝国（Empires）の時代の分岐点になった。それは 1492年のことです。では，1492
年には，ローマ帝国はどこにありますか。1492 年にローマ帝国はどこにある？ こっちかな，あっちかな？

どこにローマ帝国はありますか？ エドワード？

生徒：あそこです。

Rogers先生：本当？ それでいい？ ローマ帝国がそこにあるって，何か問題はないかな。ケイト，どうかな。

生徒：「帝国（Empires）」の時代が 1492に始まったのなら，その時にはローマ帝国は存在していません。
Rogers 先生：その通りです。間違ってるよね。ギリシャ帝国はどうでしょう？ ペルシャ帝国や中国の帝国は

どうですか？

生徒：たぶんそれは・・・。

Rogers先生：むずかしいですね。一体，帝国（Empires）とは何かわかりますか。
生徒：それは，えーっと，始まりに何かを言った人の意見っていうか・・・。

Rogers 先生：では，コロンブス以前の帝国（Empires）について考えてみよう。それらはある特定な土地に限ら
れた帝国であり，広いものだった。モンゴル帝国も広大だったが，地域が限られていた。ローマもそうだった。

限定された地域だった。1492 年以降，帝国（Empires）は世界規模になった。大英帝国は全世界に及んだ。フ
ランスの帝国もそうだった。それが違いなんだよ。それは王国と特定な地域の帝国の時代と呼べるかもしれな

いね。もし私たちが本当に厳密な立場を取りたいならね。

Rogers先生：（縦軸の問いについての話題に移る。）では，誰かアマゾン川流域について知っていますか。どう？
アマゾン川流域の人たち。木の上に住んでる猿を殺す吹き矢をもって，うろうろしてる。猿が落っこちてきて，

ごちそうにする？

生徒：インディー・ジョーンズね。

Rogers先生：いいえ，インディー・ジョーンズではありません。
生徒：・・・。

Rogers先生：アマゾン川流域の人たちは多国籍の組織で暮らしていますか。
生徒：いいえ。

Rogers先生：ネットサーフィンしますか。
生徒：いいえ。

Rogers先生：モリソンズ（＝スーパーマーケットの名前）やマクドナルドはある？
生徒：多分・・・知らないんじゃないかな。

Rogers先生：そうだね。彼らはあんまりぱっとしないね。
生徒：でも，もし彼らが・・・な国に住んでたら・・・。

Rogers 先生：アマゾン川流域の人々やカラハリ砂漠のブッシュマンはどんな生活様式で暮らしているだろう。
生徒：うーん

Rogers 先生：彼らは昔と同じものを今もなお使っている。彼らはどのようにやっているのかな。すべての国家
的な組織やカラハリ砂漠のバンタ族のように暮らしている人々は，どうかな？

生徒：もしそんな初期でなければ・・・ローマ帝国と・・・彼らが帝国を持っている間は・・・。

Rogers 先生：大切な点はそれが一般概念だと言うことです。私たちはそれを 100 ％正しいと思ってはいけませ
ん。それは私たちが描く一般的な像なのです。

生徒：・・・。

Rogers 先生：そうです，一般概念です。プリントの年表では，縦軸に４つの鍵となる質問が枠組みを与えるよ
うに設定されています。もし「我々がどのように組織されているか（プリント 1段目 How are we organised ?）」
を話し合えば，それは政治であり，都市であり，国といった概念について考えることになります。

では，「人はどれほどの物を持っているのか（プリント 2段目 How do we get our stuff ?）」については，どう



- 4 -

でしょう。

生徒：・・・。

Rogers 先生：私たちは地球上で唯一，物を所有することに執着する種です。そうでしょ？ もちろん，そうだ

よね。もし私が息子に Addos のカタログを渡したら，彼は夢中になっておもちゃのページを探すよ。欲しい
ものがあるからね。彼はお金をそのために貯めているんだ。新しい子供用のスクーターが欲しいんだ。彼はそ

れを買う必要があるのか？ たぶん， 私の息子のように，ノースヨークシャーの森で新しい子供用スクータ

ーをいつ買おうかなと悩みながら座ってるイタチなんていないよね。なんであれ，君も興味がある物があるで

しょ。私にもあります。誰でもそうだよね。これは人類特有のことです。時代とともに，物を手に入れる目的

が変わってきた。これはとても重要です。物をめぐって戦争が行われている。・・・私のポケットの中にある

物・・・何だ？

生徒：財布です。

生徒：そうかな？ 取り出してみるけど，ただの紙切れじゃないかな。

生徒：いいえ，なんらかの価値があります。

Rogers先生：そうですか？ 3つ目の「人は何を考えているか（プリント 3段目 What do we think ?）」について
ですが，君たちがとても大切と考えていることは，我々がいかに暮らしていくかということだね。君たちは考

えるように訓練されている。考え方や思考の限界は，私たちの生き方や，いかに私たちが組織されるか，そし

て私たちの所持品にも影響を与えます。この 3 つは象徴的で，一緒に存在します。そして，「なぜ私たちは移
動するか（プリント 4段目Why do we move ?）」も，これは，しばしば，前の 3つ次第なのです。私たちは大
きなグループで移動し，移住します。どこか他のところからここにやって来た君の家族の歴史には大切な意味

があるのです。いいですか？ 君の先祖の多くはこの周辺の出身ではなく，どこか他の場所から来たのです。

ロシア，ドイツ，中央ヨーロッパ，カリブ海や南アジアなどかな。

さあ，皆さん，さっき皆さんにに配った冊子を手に取って下さい。そして，最初のページに名前を書いて下

さい。これが，これからの 7回か 8回の授業で扱っていく内容であり，プリントのイラスト年表に基づいた枠
組みについて，この冊子の質問を通して，人類の歴史がいかに発展してきたかを理解していきましょう。君た

ちには，授業の終わりに，人類の発展について全般を見渡した何らかの印象を持ってもらいたいと思っていま

す。さあ，始めてみましょう。

まず最初は，「どのように私たちは組織されているか（How are we organised ?）」がテーマです。人類の歴史
は，紀元前 17万年頃，最初のホモサピエンスがアフリカで誕生した時に始まります。確たる証拠がないので，
この事実に関してはいささか不明確ではあるけど。実際は，地中の人骨や地球上のホモサピエンスの分布デー

タがあるだけです。多くの人々はだいたい同じように集団で暮らしていました。集団はバンド（Bands：文化
人類学で狩猟民の共同体，拡大家族，居住集団）とも言えます。オーストラリアのアボリジニーは極めて最近

まで集団で生活しています。アマゾン流域の部族もいまだにそうです。「バンド（Bands）は，どのくらいの大
きさになると思いますか（How big is the group ?）」どうですか？ 15人ぐらいですか？

生徒：何百人くらいじゃないかな。

Rogers先生：何百？
生徒：えへへ。

Rogers先生：何百の何がいけないの？
生徒：その 3分の 2くらいかな。
Rogers先生：ジェイク，何百の何がいけない？
生徒：十分な食べ物も，暖かさも場所もないし・・・。

Rogers先生：ダニー？
生徒：僕はだいたい 3人ぐらいだと思います。
Rogers先生：3人ですか。
生徒：3人か 4人です。
Rogers先生：3人か 4人？
生徒：はい。

Rogers先生：もし 1人が病気になったら？
生徒：・・・みんな死にます。

Rogers 先生：それはちょっとひどいね。もし 4 人のグループが死んでしまったら，何を人々はするようになる
かな？
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生徒：・・・。

Rogers 先生：もっと大きなグループで暮らします。いいでしょう，15 人がたぶん最低限の人数です。人数が増
えるにつれて，あるところまでは手に入る食料も増える。食料を見つける人が増えるからね。でも，人が多す

ぎると，人々は死んでしまう。十分食料が行き渡らないから，彼らは死に絶える。それで，15，20，25，30
程度がグループの人数です。

はい，次の第 2問の「どんな環境で暮らしていたか（What is their environment like ?）」です。想像してみま
しょう。紀元前 12 万年です。あなたはバス停で並んでいます。谷を見下ろしながらね。さあ，何が見える？
バス停に立っているんだよ。谷を見てる。そこに立って。何かな，何が見える？ケイティ，どう思いますか。

そこのバス停からは何が見えますか。

生徒：わかりません。

Rogers 先生：わかりませんか？ 想像できないのですね。紀元前 12 万年です。君はバス停に立っています。谷
の下の方。何が見える？

生徒：草です。

Rogers 先生：うーん，草はいい答えだ
けど，ベストではないね。テス, どう
ですか。

生徒：木です。

Rogers 先生：木か。ジェフ, どうです
か？

生徒：・・・場所かな・・・。

Rogers先生：丘はきっとあるよね
生徒：建物はないの？

Rogers 先生：建物はありません。でも
この質問に対してのあまり良い答え

ではないね。誰もちゃんとわかってないですね。

生徒：バス停なんてないですよね。

Rogers 先生：ありがとう，バス停はありません。バス停？ バス停に木が生えてる？ 紀元前 12 万年に，どこ
にバス停があるのかな。バスの発明まで待ちましょう。まだ何万年もかかるね。バス停はありません。でも，

そうだね。自然があります。たくさんの木々，草，たくさんの茂み，そして動物。バス停のことは忘れて，急

ぎましょう。

生徒：・・・砂漠とか・・・。

Rogers 先生：ええ，今そこには多くの砂漠がありますね。最初に人がいた頃，そこは砂漠ではありませんでし
た。草原や林だったかもしれない。サハラ砂漠は林だった。ローマ人も現在は砂漠になっているところで小麦

を栽培していました。いいですか，北アフリカでですよ。3つめの問題は「彼らの生活の目的は何でしょう（What
is the purpose of the group ?）」です。とても些細な質問だけど，難しい質問だね。人々は何を達成しようとし
ていたのだろう。

生徒：生き残ろうとしてる。

Rogers先生：生き残る。どうやって・・・？
生徒：子孫を増やすことで。

Rogers先生：子孫を増やし，そして・・・？
生徒：狩猟して。

Rogers先生：狩猟して，そして・・・？
生徒：食べる？

Rogers先生：狩猟と何かだね。木の実を狩猟はしないよね。イチゴを狩猟する・・・。
生徒：進化する。

生徒：採集します。

Rogers先生：採集だね，ありがとう。彼らは狩猟や採集で生きていた。生き残るということは本当に重要です。
私たちは生き残る必要がある。もし生き残ることが目的ならば，うまく生き残る人にはとても明確な順位があ

る。どういった人が生き残るのが一番上手かを見極めることはできますか。

生徒：高齢者です。
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Rogers先生：その通りです。年をとればとるほど，生き残るのが上手になります。明らかにね。
生徒：まさか。

生徒：もしあまりに年をとっていたら，年を重ねることも無理ですよね。

Rogers 先生：ええ，ちょっと論理的ではないね。本当に年老いていたら，生き残ることはできないし，死んで
しまうね。

・・・ガヤガヤ（複数の生徒の声）・・・

Rogers 先生：ええ，あなたが死ぬ時まで，あなたは生き残ることが上手です。実際生きているんだからね。違
いますか。

生徒：はい，なぜなら・・・。

Rogers 先生：あなたの言っていることはわかりますよ。生き残ることができなくなる時に，あなたは死ぬんだ
からね。

生徒：高齢者・・・。

Rogers 先生：もしあなたが弱っていて年老いていたら，あなたは取り残される。人々はいつも動き回る。もし
それができなければ，あなたは取り残されて死んでしまう。生き残れなくなったとたんに，あなたは生存でき

ない。今日とは違うからね。今は車椅子に乗せて病院に入れ，人々を何年も何年も生かしておく。

生徒：・・・。

Rogers 先生：40 歳代，40 歳ならかなりいい年齢です。厳しい人生だからね。多くの危険な動物なんかもいる。
だから最も生き残るのが上手なのは高齢者であり，あなたが長く生きるために何をするべきか知りたければ，

誰に教え請い，誰に指導してもらうだろうか。チェリス，どうだい。

生徒：うーん，高齢者かな，より経験を積んでいるから。

Rogers 先生：実に現実的な理由があるね。君は年長者を尊敬する。彼らが生き残ってきたからという理由で。
君は若く，そんなに長く生きないかもしれない。だから４つめの質問の「誰が指導者か？ それはなぜか？

（Who's in charge ? Why ?）」には，もう答えられるね。なぜそういった年配の人たちはこの社会で崇拝される
のか説明できるかな。

生徒：経験・・・，ええ経験と他の・・・。

Rogers先生：さて，5つ目の質問「かれらの生活様式が大変有効であったのはなぜか？（Why is their lifestyle so
effective ?）については，我々の生活様式の持続性にも関連があります。また，アマゾン川流域の人々は，当
時のように暮らしているのだろうね。チュリス？

生徒：彼らの生活様式は・・・それは単純なので，彼らは食べることだけを考えればいい・・・彼らに・・・は

ないし。

Rogers 先生：ええ，単純ですね。ちょっと見方を変えてみましょう。なぜ私たちの生活様式，今日の私たちの
暮らし方はそう長く続かないと言われているのでしょうか。私の生きている間でも，それはそう長くは続かな

いと言われます。どう思いますか。

生徒：燃料を使い果たすからでしょうか。使い果たした時，すべてが変わらなければなりません。

生徒：人は毎日新しいことを作り出しています。人はそれを繰り返します。2～ 3代ですべてが変わります。
Rogers先生：そうですね，今，変化はとても速いですね。
生徒：すべてが変化しているというか，多くのものが変化しています。

生徒：でも僕たちがガソリンや材料を使い果たしたら，そしたらアフリカの人たちのほうが生き残るのが上手で

すよね。彼らはそういったものを

持たないことに慣れているから。

Rogers 先生：なるほど。もっと正確
に言えば？

生徒：よくわからないけど，・・・車

やガソリンを買う余裕がないです

よね。

Rogers 先生：ひょっとしたら，私た
ちが世界に与える影響が，彼らに

も同じような影響を与えるのでは

ないかな。

生徒：そんなことはないです。だっ
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て彼らは車を持ってないし。

Rogers先生：そうかな。
生徒：彼らは機械なんかは持っています

よね。

Rogers 先生：自動車や化石燃料や工業の
影響がアマゾン川流域やカラハリ砂漠

の人々に影響すると考える人は誰か他

にいますか。ジョージ・オーウェル（注

：George Orwell，1903-1950，小説家）
は「少数派であることは人をいらだた

せる」と言っている。その通りだね。

生徒：その人はだれですか。

生徒：彼は作家です。

生徒：『動物農場』ですね。

生徒：使われているすべての資源が持続

可能だからです。

Rogers 先生：すばらしい，ありがとう。
一例を示しましょう。彼らが使ってい

るすべての資源が持続可能です。それ

らの資源はすべて戻ってくるよね。私

たちが使うものは一回きりです。石油

も石炭も使ったらなくなる。そして使

う過程でその影響も甚大だ。

さて，プリント年表を見て下さい。

やがて，人類は大きな変革を受け入れ

ことになります。いわゆる新石器時代

的な大変革です。プリント年表の２つ

めの欄です。２つめの時代だよ。部族

（Tribes）の時代です。ひとつの部族
は基本的にいくつかのバンド（Bands）
から構成される。平原のアメリカイン

ディアンたちはこういった組織を作っ

て 19 世紀の終わりまでバンドや部族
単位で暮らした。第 1 問目は，「1 部族
はどれぐらいの大きさか？（How big is the group ?）」ということですが，どうかな。

生徒：100人ぐらいじゃないかな。
Rogers先生：すばらしい。数百人。では第 2問目だけど「ひとつの部族はどう分けられますか？（What are the sub

groups of this group ?）」，ブランドン。
生徒：・・・賢い人たち，採集ができる人たち。それ

と妊婦や子どものようなそれができない人とち。

Rogers 先生：女の人たちだね。妊婦さんだからね。で
も私が意図していたのとは違います。

生徒：家族です。

Rogers 先生：そう，家族ですね。2 問目の答えは家族
です。家族はとても重要ですね。英国の人々は家族

で暮らしている。インドの人々，彼らも家族で暮ら

しているし，ミャンマーの人も南米の人も韓国の人

たちだってそうです。人間はみな家族単位で暮らし

ている。

みんなわかってきたね，家族です。それでは，プ
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リントの 2つ目の時代も見てくれるかな。バンド（Bands）と部族（Tribes）の大きな違いを説明していこう。
バンドと部族の間で私たちは何をすることを学ぶだろう，モリー？

生徒：・・・。

Rogers先生：プリントを見て下さい。イラスト年表のプリントです。2つめの時代になると，どうやって我々は
ものを得るのでしょうか？ バンド（Bands）は？ 部族（Tribes）は？ 私たちがものを手に入れる方法とバ

ンドや部族の方法はどう違うのでしょうか。

生徒：違いは・・・。

Rogers先生：プリントを見て考えて下さい。
生徒：うーん，農耕です。

Rogers 先生：ありがとう，農耕だね。我々は農耕を学ぶ。考えてごらん。バンド（Bands）は極めて受動的だ。
何でも外部に探しにいく。外へ求めて行く。部族（Tribes）は違う。彼らは何年も何年もかけて，農耕をする
ようになってきた。南西アジアでは小麦かもしれないし，おそらく中国では米です。しかし彼らは環境・・・

必要な食料・・・をコントロールするようになってきた。そしてもし食料を探してさまよっているなら，どれ

くらい放浪すると思うかな。もし土地を耕しているとしたら，どれくらい歩きまわるだろうか，ジョージア？

生徒：わかりません。

Rogers 先生：わからないですか。仮に君が農夫で土地を耕しているとしよう。君は小麦畑を所有している。す
ばらしい小麦畑だ。どれくらい歩き回るだろうか。

生徒：そんなにたくさんではないと思います。

Rogers先生：なぜですか。
生徒：なぜなら・・・。

生徒：よくわからない。

Rogers 先生：バンド（Bands）は放浪生活を送った。彼らはさまよい。決してどこかに定住しない。移動し続け
るのみだ。朝に目を覚まし，どんどん進み，田舎を放浪する。もし君が小麦畑を耕しているなら，朝起きて彼

らにできて，君にできないことは何だろう。

生徒：どこでもかんでも移動すること，なぜかって言うと・・・。

Rogers 先生：縛り付けられるよね。君は小麦畑なりにんじん畑を持っている。そうすると君は特定の土地に縛
り付けられる。それが君の生活方法と大きく違うところだ。もし君がある場所に拘束され，部族が 10 マイル
離れたところに拘束されているなら，他の部族に出会う可能性は高くなる，それとも低くなる？ そう，第 3
問目は「他の部族に出会う可能性は高くなる，それとも低くなる？（Are they more likely or less likely to meet
other tribes ? ）」です。君は他の人と出会うことも少なくなりそうだね。ダニー，どうですか？

生徒：少なくなると思います。

Rogers 先生：そう，それが答えでしょ
う。たいへん単純なことです。君は

もう動き回らないからね。なぜだか

説明してみて。なぜ彼はもう動きま

わらないの。

生徒：・・・。

Rogers 先生：いいでしょう，次は 4 問
目です。「グループの目的は何だろ

う？（What is the purpose of the group
?）」，エドワード？

生徒：生き残ることです。

Rogers 先生：なにをやって生き残る？
生徒：農業です。

Rogers 先生：農業だね，ありがとう。農業をやって生き残る。これが環境との相互作用の始まりです。シロア
リや蟻やビーバーを別にすれば，ほとんどの動物は環境について心配したりしない。私たちは思い悩み，それ

を変える。草原のインディアン，カウボーイとインディアン，スー族？ 彼らは円になって座り，パイプを回

しのみする。

生徒：水パイプを回します。

Rogers 先生：すべてのバンド（Bands）にはリーダーがいて，そのリーダーが出会う。それを何と呼びますか，
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ダニー？

生徒：長老会議です。

Rogers 先生：すばらしい，その通り。長
老会議だね。その会議で彼らは長を選

ぶかもしれないし，選ばないかもしれ

ない。しばしば長は承認され，その長

は自分の意見を押しつけたりはしな

い。長老会議は部族内での出来事を取

り仕切る。なぜ長老会議なのか。なぜ

人は彼らの言うことに耳を傾けるのか

な，ケイティ？

生徒：彼らは年を取っており，そして知

恵があるからです。

Rogers 先生：同じ理由を私も考えます。
経験ですね。さぁ，最後の質問です。

「誰が部族をとうそつするのでしょ

う？ そして，それはなぜでしょう？

（Who organises the group ? Why ?）」で
す。答えられますね。答えを冊子に書

き込んで下さい。それを終えたら，こ

のイラスト年表のプリントを 4 つに折
って，ノートに貼っておきましょう。

そうすればなくさないからね。カゴに

ノリが入っていますよ。そう，終わっ

たら，貼り付けてね，ノートにね

・・・ガヤガヤ（複数の生徒の声）・・

・

Rogers 先生：次の授業に持ってくるよう
にして下さい。はい，終わって下さい。
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【２日目（９月２４日） 月曜日】

Rogers 先生：まず，座った方がよさそうですね。ノートを開いて下さい。さあ，前の授業を復習しましょう。
先週の水曜日に示した枠組みですが，その大きな紙のイラスト年表には，世界の歴史が収まっています。水曜

日には，初期の集団・バンド（Bands）の形成，狩猟採集，そして新石器時代に農業へと移行した部族（Tribes）
について話し合いましたね。今日は，時代を次の「王国（Kingdom）」に進めましょう。この時代は，およそ
紀元前 3000年頃までさかのぼった，地球上の特定の 2カ所で始まりました。つまり，紀元前 3000年のエジプ
トやメソポタミアは最初に組織化された王国の形態でした。防衛のために諸部族は団結し，その結果，ひとり

の人間が組織化を託されることになりました。一体，王国はどれぐらいの大きさでしょうか。

生徒：何千人とか？

Rogers先生：君はどこに住んでる？
生徒：どこに住んでるって？

Rogers先生：そうだよ。君の国は何という名前？
生徒：英国です。

生徒：ちがうね。

Rogers 先生：・・・英国にはどれくらいの人たちが住
んでいますか。何千人？

生徒：数百万人です。

Rogers 先生：1 問目の「王国はどのくらいの大きさの
集団か？（How big is the group ?）」の答えは，数百
万人だね。昔の王国でも数百万人はいた。中世のイ

ングランドの人口は数百万人。いいでしょう，では 2
問目は「王国はどんな組織で構成されているか？（What are the sub groups ?）」に行こう。グレース，この王
国は滅亡して何になった？

生徒：イングランド，ウェールズ，スコットランドとアイルランドです。

Rogers先生：そうだね，王国は一般にこのように分裂する。イングランドは分裂して何になると思う，ロニー？
生徒：たぶんその島国は・・・。

Rogers 先生：まだ続いているね。County（国）というの語はとても明確な英単語です。フランスやドイツやポ
ーランドにも当てはまるもっと一般的な単語を思いつきますか，ジョン？

生徒：地域（Region）です。
Rogers先生：地域（Region）は良い単語ですね。すばらしい。2問目の答えは，地域（Region）です。それでは，3
問目です。これはつながりについてです。つながりは人間にとってとても大切です。あなたが生み出すつなが

りは，あなたの人生において重要なものですよね。つながりがなければ，あなたは何者でもない。人生もない。

人間でさえない。「もしあなたが共同体の中で暮らしていたら，共同体の中のすべての人たちに会うことは可

能でしょうか？（Would they have the possibility of meeting all the other members ?）」，ステファニー，どう思う？
生徒：・・・えーっと・・つまり・・ 共同体ですか？

Rogers先生：もう少し大きな声で，もう一回言ってみて。
生徒：・・・共同体・・・。

Rogers 先生：ええ。もし 30 人規模の共同体なら，まー，そんな共同体はないけれどね。もし１つの部族か村に
いたら，たぶん 100人とか 200人規模だけど，そのすべての人に会うことは可能だろうか。

生徒：・・・。

Rogers 先生：出会う可能性についてです。関わりがあるかどうかではありません。この村において他の人すべ
てを知っている可能性についてです。ジョージア，どうですか？

生徒：えーっと，多分・・・。

Rogers先生：可能？ 不可能？ 200人の村です。この学校には何人いるかな？
生徒：えーっと，それは・・・。

Rogers先生：ジェイク?
生徒：僕はみんなを知っているわけではありません・・・。

Rogers先生：可能だろうか？ もしその気になったら，君は全員に会うことができるかな？

生徒：はい。

Rogers先生：知り合いになるのではなく，会うということだからね。
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生徒：頑張ればできると思います。

Rogers 先生：じゃあ，可能ということだね。それほど努力しなくても可能だろうね。特に，君が一生その特定
の場所に住んでいたらね。でも，ある王国では，本当にすべての人と出会う可能性はあるかな？

生徒：はい。

生徒：そうでもないかも。

Rogers 先生：厳密に考えると，イエスかもしれないが，そうではないかもしれない。もし君がニューカッスル
に住んでいて畑を耕しているならば，自分の畑の世話をしなければならないね。君はコーンウェルの誰かと話

をするだろうか。しないよね。なぜならその人は錫を採掘や山羊の世話で忙しいからね。

生徒：・・・。

Rogers 先生：1352 年にはその人と話そうなんてしない。これは事実についてなのです。さぁ，冊子の 3 問目に
記入して。理由も説明して下さいよ。説明はとても大切ですから。

次は第 4問，国王についてです。「王は王国の組織をどのように支えていたでしょうか？（How is the king
helped in his organising ?）」。もしあなたが部族を組織したら，あなたは何をしますか。もし何かをするためや，
何かを知るために部族を組織していたら，何をしますか，ジョージア？

生徒：リーダーを選びます。

Rogers先生：もし君がリーダーか何かだったら，どうしますか。
生徒：他の人に話をします。

Rogers 先生：大きな集会を開くのですね。みんながやって来て，火の周りの集まる。こんな感じです。もし君
がイングランドの王ならば，1217年に大きな集会を計画しますか？ テス？ 大きな集会です。

生徒：たくさんの人がいます。

Rogers 先生：イングランド，そうです，4 百万人です。4 百万人がそのあたりに広がっています。どうやって中
世のイングランドで王は 4百万人の人々をまとめるのでしょうか。

生徒：それぞれの地域から誰かが集会に行って，それから戻って村の人たちに話すとか・・・。

Rogers 先生：よろしい。最初にやることはあなたを手伝ってくれる人を持つことです。力になってくれ，組織
作りを助けてくれる人たちです。領主や騎士たちです。情報を行き渡らせます。王はこのようにするでしょう。

でも，それにはひとつ問題があります。その問題はなんでしょう？

生徒：もし間違ったら，メッセージが変わってしまいます。

生徒：そうだね。もし君がそのグループに言って，君の本とか・・・みんなそんなふうにやってくれるかな。み

んなは無理だよね，ここにいない人とか・・・もし君が王国にいたら，複雑だよね。じゃ，思っていることを

正確に伝えるために何をする，ケイティ？

生徒：それを書き記すというのはどう？

Rogers先生：書き記すと何が変わるの？
生徒：・・・。

生徒：書き言葉を使います。

Rogers 先生：私たちは読み書きができるようになった。それは大きな一歩です。王国では情報を記録する必要
がある。それで人々は読むことと書くことを発展させた。部族内ではそれは必要ではない。王国ではそれが必

要です。冊子の第４問「王は王国の組織をどのように支えていたでしょうか？（How is the king helped in his
organising ?）」に答えを記入して下さい。彼は助手を従え，物事を書き記す。筆記によるメッセージ，筆記に
よるコミュニケーション，筆記による記録ですね。

では，5 問目はあなたについて，そして自分をどう定義するか，君は何者かということについてです。つま
り，「国民は自分自身を国民として認識していたか，所属させられていると感じていたか？（Do the members
think of themselves as members of a group or is this identity imposed on them ?）」ということです。人々は君が何
者か尋ねる。君はだれ？ 君は何者なの？ サラ，君は何？

生徒：人間です。

Rogers先生：君は人間。他には？
生徒：女性です。

Rogers先生：性別的には，そうだね。他には？ 君はティーンエイジャー？

生徒：はい。

Rogers先生：出身地は？
生徒：リーズです。
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Rogers先生：なるほど。リーズはどこにある？
生徒：ヨークシャーです。

Rogers先生：ヨークシャーはどこにある？
生徒：イングランドです。

Rogers先生：ＯＫ。では，どうやって自分を定義するかわかりますか。何が好き？
生徒：お料理です。

Rogers 先生：ＯＫ。 ・・・それはいいですね。言っていることがわかりますか。私たちはどんどん続けていけ

ますね。国籍は定義づけとしてとても重要です。もし休暇で他の国の人々と出会ったら，「どちらのご出身？」

と聞かれますね。「イングランド出身ですよ」とか「イングランドのリーズです」とかね。国籍は比較的新し

い概念です。もしバンド（Bands）の人々に，どこのバンド出身か聞いたら，質問がわかってもらえないでし
ょう。「どちらのバンドのご出身？」「あー，私はファンキーバンドに属していて，・・・毎朝歌っているんで

すよ・・・」とか。

いやいや，私たちは気にしていないですよね。朝起きて，グループ内にいる。私たちは自分が誰であるか考

えたり，特別なベースボールキャップをかぶる必要はない。問題ではないのです。それは私たちが理解する概

念ではない。部族（Tribes）についても同じです。西暦 43年にローマ人がイングランドに侵入したとき，イン
グランドにはいくつかの部族がいた。そしてローマ人は彼らが誰だかわからなかった。イングランドの部族を

分類し，名前をつけたのがローマ人だった。彼らがそこにいた人に「どの部族に属すのか」と聞くと，「わか

らない。向こうの方に住んでるんだ」という返事であった。「どの部族に属すのか」「わからない。ズボンを

はくんだ」「よし，部族のリーダーは

誰だい？」「むこうにいる Don Diggler
Brigarettes だよ」「あぁ，彼は Brigantes
ですか。書きとめて下さい。」気にし

たこともなかったので，彼にはわから

なかった。グループのこういった種類

の名前はまったく現代的な発明なので

す。

王国（Kingdom）の時代になって，
人々は自分自身をイングランド人だと

かフランス人だとかスペイン人だとか

認識するようになります。・・・歴史

上初めて人々が自分自身を認識するの

です。人は自ら自己を認識したのか，

または他者から告げられたのか。これ

は重要ですよ。なぜあなたが自分をイ

ングランド人だと認識し始めたかを知

る必要があるからです。私はイングラ

ン人だ。結構でしょう。立派だ。それ

はどんな意味を持つ？ フィッシュ・

アンド・チップス。すばらしい。コロ

ネイション通り。何でもいいですよ。

私はサッカーが好きですよ。もし彼ら

に尋ねられたら「ようこそ，私はイン

グランド人です」と言うだろうね。も

し私が君に尋ねたら，君は何と言う。

自分がイングランド人だと君は自分で

言うのかな？ 誰かに無理強いされて

いるのかな？ 君は自分をイングラン

ド人と認識していますか？ それはた

いへん重要です。この問題にはまた後

で戻りましょう。いいですね。
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やがて，王国が進歩し，世界中に拡大するにつれて，何かが起こります。王国の中のいくつかがローマ，ギ

リシア，中国のような帝国になります。大きな帝国です。そして世界の本質を変えるようなことが起こります。

生徒：世界大戦。第 1次世界大戦です。
Rogers 先生：いやいや，違います。私たちは，風変わりなイタリア人がおかしな考えを抱いたのを知っていま
す。彼は，もしヨーロッパを出て，西に航海したら，インドに着くだろうと考えた。彼は世界が丸いと信じて

いた。彼はヨーロッパ中で笑いものになり，人々は彼が愚かだと考えた。もう少しで彼は投獄されるところだ

った。彼は 3隻の船でリスボンを出航したが，彼のやろうとしていることを嗅ぎつけた船員たちは不安になっ
た。そして彼らはおびえた。世界の端から落ちてしまうと考えたからだ。まじめな話だよ。そして彼らは船長

をつかまえて，マストからつるし，ヨーロッパへ戻る寸前だった。その時，マストのてっぺんにいた誰かが言

った。「おーい，陸地だぞ。」人々は「オー」と声をあげ，考えた。インドに着いたと考えた。その後すぐ，

彼らは自分たちがインドにいるのではないと気付いた。新しい大陸に行き着いたのだ。馬鹿げたことをやらか

すのはこういった人たちなんだね。アメリカに到着したんだね。

その時から，スペイン，そして後にイングランド，フランス，オランダやその他の国々が船を送り出し，世

界を探検した。そしてゆっくりとアフリカ，アメリカ大陸，オセアニアの一部，アジアの一部などを我々の植

民地にしていった。帝国（Empires）の時代はコロンブスのアメリカ大陸探検で始まり，ヨーロッパ人は世界
中を植民地化することに目の色を変えた。さあ，「帝国（Empires）」の時代に進みましょう。最初の問題は，「最
大の帝国はどれくらいの規模だっただろう。そして誰が最大の帝国を持っていたのだろう。（How big is the
biggest group ?）」ということです。ダニー？

生徒：大英帝国は，どれぐらい大きかったんですか。

生徒：世界の 4分の 1ぐらい？
Rogers先生：すばらしい。世界の 4分の 1。第１問は，世界の 4分の 1。大英帝国だ。一時は世界の 4人中 1人
が英国人だった。彼らは不運だった。大英帝国が従えていたのは何かな。第 2 問目です。「帝国は何を従えて
いたのだろう？（What are the sub groups ?」）

生徒：国家です。

Rogers 先生：国家，いいですね，それが第 2 問の答え
です。簡単でしょ。では第 3 問です。「誰がグループ
を支配しますか？（Who controls the group ?）」ブラ
ンドン。

生徒：女王です。

生徒：皇帝です。

Rogers 先生：皇帝または女帝，いいですね。もし皇帝
や女帝がいて，帝国を支配している国家に君主がい

なければ，国王，女王，皇帝，女帝，誰が帝国を支

配するのでしょう。

生徒：政府や議会です。

Rogers 先生：よろしい。国家の政府です。後のフランスの場合，国王や女王はいませんでした。首相かフラン
ス政府の大統領でした。女帝，皇帝，国家の政府。

次は第 4問です。「もし君が 1925年の大英帝国の人間だったら，どれくらいの選択ができるだろうか（How
much choice do the members of the empire have in being members of the group ?）」，グレース？

生徒：あんまりないと思います。なぜって，世界各地に侵略していて，人々はそれに参加させられていて・・・。

Rogers 先生：すばらしい。すばらしい答えだね。彼らは様々な武器を持っていた。我々が植民地化した土地の
人々にはそんなものはなく，槍があったぐらいで，我々の帝国に入ることを同意しなければ，勝ち目はなかっ

た。最後の質問は誇りの問題だ。第 5 問です。「帝国の人々は帝国にどのくらい誇りを持っていたか？（How
proud would member of the imperial nation be of their empire ?）」ということです。大英帝国の質問に答えてくれ
たのは誰だったかな。

生徒：うーん・・・。

Rogers 先生：君，どれぐらい大きいか言ってくれたよね。私たちが英国民だと言ったのは誰？ ロン，君だっ

たかな？

生徒：・・・。

生徒：・・・。
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Rogers 先生：君だったね。英国民という単語を口にするのはどれぐらい嬉しかった？ 君の中に光り輝く小さ

な魂がある，そうだろ？

生徒：それほどでもないけど。・・・。 何百年も前の人たちのことでしょ，僕にはあんまり関係ないし。

Rogers先生：家族じゃないかい？
生徒：・・・。

Rogers先生：君の家族だよ。
生徒：たぶん，誰も僕とは関係ないんじゃないかな。

Rogers先生：誰かは家族かもしれないよ。
生徒：一人ぐらいはそうかもね。

Rogers 先生：5 代前まで遡れば，祖
父母は何人になる？

生徒：・・・。

Rogers先生：3人？
生徒：・・・。

Rogers先生：2人の親，4人の祖父母，
8 人の曾祖父母，16 人，32 人。帝
国を築いた人がいる可能性は 32 人
だね。

生徒：でも，500 万人中 32 人です。
Rogers 先生：帝国はたくさんありま
す。

生徒：・・・。

Rogers 先生：それは第二次世界大戦以後のことです。少し戻りましょう。私の祖母は第二次世界中，インドの
一地方にいました。チュリス。

生徒：何て言うか・・・英国民を・・・誇りに思っているっていうか，誇りに思ってはいないけど・・・英国は

多くの人たちを抑圧しました。

Rogers 先生：それは帝国の問題ではありませんよね。ええ，君は正しいです。モハメド・ファラー（アフリカ
系英国人の陸上選手）はどうですか。モハメド・ファラーもすべてを成し遂げました。胸がいっぱいになりま

すね。彼は優勝しました。信じられないことに，ええ，ツール・ド・フランスで自転車選手が優勝し，マレー

は金メダルを獲得したり，ＵＳオープンで優勝します。

生徒：違います。

・・・複数の生徒の声・・・

Rogers先生：なぜ選手をオリンピックに送るのですか，自分の国家になにかしらの誇りを持っていないならば。
生徒：・・・中国はおそらく・・・について自慢するだろうね。

Rogers 先生：うーん，そうですね。考えを変えて，通りでユニオン・ジャックを振っている 150 年前の人々ま
で遡る必要があります。兵士たちはインドを征服するための航海へ出発する船まで行進しています。息子たち

がインド人と勇敢に戦うことをどれほど人々は誇らしく感じたことでしょう。これが第 4問の選択の余地のな
い人々との違いです。我々は選択の権利があるし，それを大事に思っている。私はイングランド人であり，そ

れを誇りに思っている。自分の国と血縁関係に誇りを持っているし・・・。

生徒：ヨークシャーにではなく。

Rogers 先生：いくぶんヨークシャーにも。ええ，それは同じことです。それは同じ動機だし，同じ感情です。
もしあなた方がヨークシャーに誇りを持っていれば・・・。

生徒：・・・。

Rogers先生：君はヨークシャーが・・・何ですか・・・イングランド？
生徒：僕はヨークシャーがイングランドより立派だと思います。

Rogers 先生：そうですか。私が話していることとまったく同じです。君は自分の出身地に誇りを持っているの
です。

生徒：でも僕はイングランドは好きではないです。

Rogers 先生：・・・大切なことは，この時代，人々は自分の帝国をとてもとても誇りに思っていたということ
です。近頃は・・・むしろ問題ですね。それは良いことでしょうか，それとも悪いことでしょうか。誰にもわ
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かりませんね。最後の質問につい

て，冊子に記入して下さい。統治，

大英帝国。大英帝国が世界を統治

する！

Rogers 先生：いいですか。第二次世
界大戦を，あなた方は，征服とい

う観点から，国民国家による帝国

建設の最後の試みと見ることがで

きます。たとえばドイツは全ヨー

ロッパを征服した。日本は東アジ

アの多くを征服した。太平洋の島

々に帝国を建設する試みがあった。

英国やフランスは自国の広大な帝

国を他国の帝国から守ろうとして

いた。愚かですよね。帝国の建設？

のちに 5 千万の人々が亡くなる
のです。そして，協力し合う方が

いいと気づき始め，国連が生まれ

ます。イラスト年表の「国際機関

（Multi-national Organization）」の時
代に進みましょう。第 1問目です。
「国連はどのくらいの規模でしょ

うか。（How big are these groups ?）」
どれくらいの大きさか言ってみて，

ロン。

生徒：世界全体。

Rogers 先生：ありがとう。第 1 問の
答えは世界全体と考えていいでし

ょう。全地域です。ASEAN は一地
域だし，ＥＵも一地域，ヨーロッ

パですね。国連は全世界です。最

大の組織です。「こういった団体の

下部組織は何でしょう？（What are
the main sub groups ?）」これが第 2問目です。モリー。

生徒：わかりません。

Rogers先生：質問をもう少し考えてごらん。
生徒：国家ですか？

Rogers 先生：その通り，国家です。それが第 2 問の答
えです。では，第 3 問は大切な問題です。一体なぜ
私たちは国連，ＥＵ，ＮＯＴＯ，そして英連邦に属

しているのか，「それらは何のためにあるのでしょう

か？（What are they concerned with ?）」これらの人々
やこれらの組織に何を望みますか。どう思いますか。

生徒：平和を望みます。

Rogers先生：平和，いいですね。何をするために？
生徒：・・・。

生徒：・・・戦争に影響を受けないように。

Rogers 先生：なぜそうするのかな？・・・なぜ領土を
拡大するのかな？

生徒：貿易です。



- 16 -

Rogers先生：貿易をすることはたいへん重要です。
生徒：・・・。

Rogers先生：お金です。お金は何を生みますか？
生徒：利益です。

Rogers 先生：お金はみんなを幸せにしますか？ もしみんなにあげたら，幸せになりますか？ 君はどう？

笑うのは止めて，気にしないで。その通りだね，君は幸せだね。

生徒：現在，我々は核兵器を持っていて，また戦争があったら，いたるところで・・・。

生徒：みんな死にます。

Rogers 先生：ええ，だから平和は貴重なんだね。現在，どちらが大切でしょう？ 平和ですか？ 核戦争が我

々を悩ませます。平和，貿易，経済的幸福，富。第 3問について冊子に書き込みなさい。とてもいいですね。
本当に感心しますよ。では，次の問題です。第 4問目は「私たちは国籍を変えることができるでしょうか？（Can
members of the sub-groups(nations) chenge membership to another sub group(nation) ?）」です。例えば，オースト
ラリアではどうなっているかな。オーストラリア人はどんな人たち？

生徒：・・・。

Rogers 先生：オーストラリア人の特徴
は？ 何でオーストラリア人だと分

かる？

生徒：アクセントです。

Rogers先生：アクセント，いいね。
生徒：・・・。

Rogers先生：アクセント。ローラ？
生徒：もしそこで生まれて，長い間そ

こに住んでいたら。

Rogers先生：グレースは？
生徒：その人は国民で，そこで働き，

その国のために財産を生み出します。

Rogers先生：エドワードは？
生徒：・・・。

Rogers 先生：私はオーストラリアの先住民を知っていますが，彼はラグビーが下手です。彼はトランペットが
上手です。ラグビーは下手だね。

生徒：彼は Fosters Goldを飲みます。
Rogers先生：そうかもね。
生徒：金を持っています。

生徒：オーストラリアのパスポートを持っています。

Rogers 先生：ありがとう。オーストラリアのパスポートを持っている。どうやって手に入れるのかな。申し込
むんだよね。私たちが持つオーストラリア人のイメージは白人です。それは正しくない。オーストラリアには

あらゆるタイプの人たちがいます。ベトナムからやって来て，現在オーストラリア籍を持つ人たち。アメリカ

でも同様だ。アメリカ人を見てみよう。アメリカ人って誰のことだろう。白人ですか？ いや，そうではない。

黒人ですか？ そうかもしれない。ひょっとしたら，ヒスパニア系？ ベトナム人？ そうかもね。中国人，

日本人。それは変化するグループであり，変化する国民だ。私たちは国籍を変えられますか。（Can members of the
sub-groups(nations) chenge membership to another sub group(nation) ?）

生徒：はい。

Rogers 先生：中世には，もしあなたが誰かのところへ行って，「私は中国人になりたいです。」と言って，中国
へ行ったら，あなたは殺されるでしょう。今なら，君はただパスポートを申請するだけだよね。

さあ，やっと，最後の 5問目の問題として，「国際機関の中での国家の役割はどのようなものか？（How far
do government of the sub groups(nations) have to follow the lead of the big groups(multi-national organisations) ?）」
について考えます。

生徒：はい。

Rogers 先生：ええ。もし中国が石油やガスの売値を自分で決めると言ったら，その価格はどうなるだろうか。
生徒：上がります。
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Rogers 先生：ロシア人もガスの価格に関してはひどいね。それから，2002 年，アメリカのジョージ・ブッシュ
大統領がイラクに侵攻した。侵攻していいですかって誰に聞いたのかな。

生徒：イラクです。

Rogers先生：まさか。君，イラクに尋ねるの・・・。
Rogers先生：誰に許可を得たのかな。
生徒：オーストラリア。

生徒：・・・。

生徒：違うよ。

生徒：ヨーロッパ。

生徒：ただ出かけていって侵攻しちゃったんだよ。

Rogers先生：大きな会議を開いています。よく報道されましたよ，大きな会議です。誰が出席しましたか。
生徒：バラク・オバマです。

生徒：・・・。

Rogers先生：違います。
生徒：・・・。

Rogers先生：違います。
生徒：いろんなところから来た・・・。

生徒：国連です。

Rogers 先生：私たちが変化しつつある状況の中で生きているということを頭に置いておく必要があるね。・・・
国際的な組織は変化している。参加国の勢力基盤も変わっている。誰にイラクに侵攻するよう頼んだのかな。

生徒：・・・。

Rogers先生：違います。
生徒：支援してくれる人たちに頼んだんだ。

Rogers先生：いいえ。
生徒：・・・。

Rogers先生：いいえ。
生徒：オーストラリア。

Rogers先生：いいえ。
生徒：軍隊です。

Rogers先生：違います。
生徒：イラクの隣の人たち。

Rogers先生：いいえ。
生徒：インド。

Rogers先生：いいえ。国家ではありません。
生徒：政府です。

Rogers先生：違います。
生徒：・・・。

生徒：世界です。

Rogers先生：その通りです。
生徒：・・・。

Rogers先生：その部屋には 200人の人たち，200人の CEOがいることが明らかにされていなかった。
生徒：ＮＡＴＯです。

Rogers先生：世界最大の企業の中の・・・。
生徒：・・・。

Rogers先生：うーん，全然違うね・・・。
生徒：石油とか。

Rogers 先生：石油会社，ガス会社，鉄鋼メーカー，工学系の会社，コンピュータ会社などです。なぜならそれ
らの企業がイラク侵攻をビジネスを混乱させるものと考えるかどうかを知りたかったからです。

生徒：イラクは負けましたね。

生徒：・・・。
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Rogers 先生：彼らはイラクを侵攻し，サダム・フセインは殺されました。そして，今は誰がイラクを再建して
いますか。

生徒：サダム・フセインです。

Rogers先生：誰ですか？ おそらくその会議にいた侵攻に賛成した 200の企業です。
生徒：でもなぜ国家を破壊しておいて，またそれを再建するのですか。

生徒：・・・。

生徒：自分が正しいと示すためだよ。

生徒：サダム・フセインが邪魔だったんだよ。

生徒：なぜイラクなのかな？

生徒：石油のため。

Rogers 先生：石油ですね，ありがとう。単にそのためです。それが世界の，そして国民国家ではなくお金を持
っている人の力なのです。国民国家は何兆ドルもの負債をかかえています。すべての国家がそうです。アメリ

カ，英国，彼らはお金を持っていません。すべて借りているのです。そうです，銀行，保険会社，石油企業，

彼らがお金を持っています。彼らが力を持っているのです。ケイティ。

生徒：他の国から借りることはできないのですか。

Rogers先生：他の国の人たちや銀行ということ・・
生徒：・・・。

Rogers 先生：基本的に，君たちや私か
らですね。もし君が銀行口座を持っ

ていれば，君は銀行を介して直接政

府にお金を貸すことになります。

・・・複数の生徒の声・・・

Rogers 先生：そして借金を清算するた
めにまたお金を借ります。それが現

在の英国に関しての問題点です。税

金から得たお金は，負債を維持して

いくのに必要なお金より少ないので

す。負債は多額です。今やろうとし

ていることはその差を減らすことで

す。それで警察官も雇えないし・・

・大変なことになっています。

生徒：他の国からもたくさん借金して

いるのですか。

Rogers先生：何ですか？
生徒：僕たちも借金があるのですか。

Rogers 先生：国内外の個人，銀行，他
の国々，たぶん企業。

生徒：じゃあ，僕たちは他国に借金を

返済するためにお金を払っているの

ですか。

Rogers 先生：その通り！ 現実の世界

へようこそ！！ そう，それが君た

ちが住んでいる世界です。キャメロ

ンが担当する世界ではありません。

お金が動き回り，私たちが生き延び

なければならない世界です。あまり

まともとは言えないかなぁ，私の話

は・・・。

・・・複数の生徒の声・・・

Rogers 先生：では，最後の質問につい
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て冊子に記入して下さい。この質問はみんなの生活にとって本当に根本的なものです。残念ながらね。そうで

す，国家のリーダーが・・・ 問うべき大きな要件です。

生徒：そして答えは・・・。

Rogers 先生：そうです! いいですね。さて，プリントの年表に戻りましょう。先週の水曜日と今日の授業で，

プリント年表の 1段目の「人間はどのように組織されているか？（How are we organised ?）」の行が終わりま
した。明日と木曜日は 2段目の「人間はどうやって物資を手に入れたか？（How do we get our stuff ?）」に行
きますよ。プリント年表の 1段目を通して見て下さい。だんだん複雑になっていくのが分かるね。ローラ，見
てますか？

生徒：・・・。

Rogers 先生：我々にはコンピュータが必要だ。もし明日コンピュータが使えなくなったら，全世界が大混乱に
陥るだろう。それを考えてごらん。君たちやご両親が持っているお金のほとんどが本物ではなく，バーチャル

なお金です。それはどこかのコンピュータ内にあるのです。そのお金は物質として本当に存在してはいない。

たいていコンピュータの中にあります。だから，私たちの集団が大きく，複雑になるにつれて，科学技術が集

団を動かすために存在するのです。

生徒：もっとたくさんお金を印刷したらどうですか。

Rogers 先生：いいですか，もしどんどんお金を印刷したら，お金の価値が下がって，自滅します。なぜならお
金は人が考えるだけの価値しか持たないからです。お金は他の通貨との関係で価値が決まります。どんどんお

金を印刷したら，ユーロやドルに対しての価値は下がります。そして・・・を失うにつれて・・・。ここでの

問題は君たちがお金とは財布に入っているものだと考えている点です。そうではありません。それはコンピュ

ータの中の数字なのです。

生徒：そんなことありません。

Rogers先生：そうなんだよ。
生徒：なぜお金がお財布に入っているの？

Rogers 先生：私の財布に入っているのは少しの紙切れだけです。私たちが集団としてその価値を認めているか
ら，お金に価値があるのです。

生徒：はい，僕たちは認めています・・・。

Rogers 先生：いいえ，聞いて下さい。見方を変える必要があります。とても難しいですね。本当に難しい。し
かし，とても重要です。個人的観点から君たちがお金として捉えているものは役立ちません。

生徒：それって・・・？

Rogers 先生：お金は君たちが価値があると考えているものだね。もしたくさんお金を印刷したら，その価値を
下げるだけだ。どんどん印刷すれば，価値もどんどん下がってしまう。

生徒：・・・。

Rogers 先生：次回から，そんなことを考えて見ましょ
う。さて，宿題についてです。冊子の「人間はどの

ように組織されているか？（How are we organised ?）」
の部分の「まとめの問題（Summary Question）」につ
いて，考えをまとめ，記入しておいて下さい。ここ

までの冊子の 5 ページ分をしっかり参考にして下さ
い。考えることが必要ですよ。「わかりませんでし

た」なんて言ってもダメです。よく考えてね。自分

の出した答えを読み直す必要もあるね。きっと，で

きるはずですよ。

生徒：いつまでにやりますか？

Rogers 先生：そうですね，来週の水曜日までにしまし
ょう。今日はこれでおしまいです。
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【３日目（９月２５日） 火曜日】

Rogers 先生：はい，座って，座って。では，始めましょうか。プリントの世界の歴史年表を見て下さい。私た
ちの集団が時間が経過するうちにだんだん大きく，より複雑になる物語が見えてきます。今日から考える年表

の 2段目のテーマもそれとたいへん密接なつながりがあります。
物質的なものと我々の集団の複雑さの関係はとて

も密接です。他の生物種は我々がするように社会的

に進化することはありません。物を所有したり，使

ったりする種もいくつかはあります。しかし，昆虫，

蜂，蟻，シロアリのコロニーなどは，とても単純で

社会構造も極めてシンプルです。一方，私たちの集

団はたいへん複雑です。「一体，私たちはどうやって

物を得てきたのでしょうか？（How do we get our
stuff ?）」それが 2段目のテーマです。
では，時代を「バンド（Bands）」の時代から始め

ましょう。冊子の中のバンドのページを見て下さい。

絵を見るとわかりますね，どうなっているか。どう

いう方法で人々は物を得ましたか。どうですか。

生徒：狩猟採集です。

Rogers先生：狩猟採集，その通り。第 1問（How did these people get there stuff ?）の所に書いておいて下さい。
では，第 2問は論理的な質問です。「どんな状態の時，人々は物を十分に手に入れることができないのかな？

（In what conditions would they not have enough stuff ?）」ブランドン，どう思いますか。
生徒：雪が降ったとか？

Rogers先生：もっと論理的に考えて。雪はちょっと特殊な例だね。ジョン，どうですか。
生徒：うーん，どこかの場所で狩りをして，あんまり，とれなくて・・・。

Rogers先生：いいでしょう，・・・もっとずっと単純な答えです。
生徒：干ばつです。

Rogers先生：干ばつ，まあ，そうですね。作物が育たない時，人々は大地に種を蒔き・・・作物ができないと，
作物を探したり，あさったりしに行きますか？ 麦を探しに遠征に行きますか？ その答は何かおかしいです

か？

生徒：彼らは農耕をしていませんでした。

Rogers 先生：ありがとう。その通り。彼らは農耕をしていなかった。そう，しませんでした。では，どんな時
に，十分食料がないだろう。

生徒：人が多すぎる時です。

Rogers先生：うーん，違うね。
生徒：食べ物が見つからない時です。

Rogers 先生：ありがとう，食べ物が見つからない時ね。とてもシンプル，食べ物が見つからない時です。食べ
物を見つけようとしても，十分に得ることはありません。十分に得ることができないのです。それは極めて明

らかに思えるかも知れませんが，私たちが狩猟採集に頼るのをやめたか理由を説明することはとても重要なこ

とです。食料が見つからなければ，困ったことになります。食料をうまく調達できれば，やっていけます。

次の第 3問目は，「どれぐらい食料の問題をコントロールできるか？（How much control did they have over
their stuff ?）」です。テスどうかな。

生徒：ぜんぜんダメだと思う，なぜって，食料がある場所もわからないし・・・。

Rogers 先生：その通りだね。ありがとう，コントロールできるか可能性はほとんどない。なぜなら彼らは留ま
っているから。獲物を捕まえる技術があり，それを見つけるのが上手であっても，実際にはコントロールでき

ない。もし鹿の群れが移動したら，それは見えないし，・・・見つけられないよね。

では最後の第 4問目です。協力についての問題です。「どうやって彼らは協力するのだろう？（How did they
cooperate to get their stuff ?）」です。

生徒：ひとりひとりに違った役割を与えるとか・・・。

Rogers先生：どんな？
生徒：たくさんの人に・・・させる。
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Rogers先生：言いたいことは，たぶん，
分け合うということかな。もし誰か

が採集に出かけて，なにか食べ物を

持ち帰ったら，それを分け合う，・・

・分け合うことは人間社会において

とても重要です。ライオンの群れで

は一番先に獲物を食べるもの，2 番
目に食べるものといった確固たる序

列があり，もしオスが獲物を仕留め

たら，そのオスが最初に食べ，他の

ものは待たなければならない。いい

ですね。

さて，時代を次の新石器時代

（「Tribesの時代」）に進めましょう。
新石器時代が始まると，生活環境が

大きく変わります。第 1 問目は「人
々はどうやって食料を手に入れたか

か？（How did these people get their
stuff ?）」です。チュリスどうかな。

生徒：農耕とか・・・で

Rogers 先生：よい答えです。もう少し
何かありませんか。

生徒：他には何も思い出しません。

Rogers 先生：誰か他に答えられる人は
いませんか，農業と・・・。

生徒：狩猟です。

Rogers 先生：狩猟。そして採集も少し
あるね。でもまだそこらへんにある

ものだね。森の動物，林の果樹，で

も重要性が増すのは農耕です。では，

第 2 問ですが「農耕が主要だと，ど
んな時に食料不足が起きるか（ In
what conditions would they not have
enough stuff ?）」です。

生徒：干ばつです。

Rogers先生：何が起こる？
生徒：・・・。

Rogers先生：干ばつだけですか。
生徒：作物が枯れちゃった時です。

Rogers 先生：ありがとう，作物が枯れた時や動物が死
んだ時。それは病気かもしれなし，干ばつかもしれ

ない，干ばつは大きな脅威だ。作物が枯れ，動物が

死ぬ時，人々の食料は？ チュリス？

生徒：農耕をやっているのでかなりたくさんあります。

でももし干ばつがあったら，十分にはありません。

Rogers 先生：君の答えは第 3 問目の「人々はどのくら
い食料のコントロールができたのか？（How much
control did they over their stuff ?）」と関連しているね。

生徒：・・・作物の栽培を管理すること・・・。

Rogers先生：・・・集団の中で？ ダニー？
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生徒：・・・を使う時，より管理ができます。

Rogers 先生：ええ，バンド（Bands）よりもちょっと管理ができます。少しですがね。自然はまだ大きな脅威で
あり，自然を支配することはできません。・・・ そして人はバランスを手にいれました。このことは人口増

加を説明できます。

人口は・・・増えていて，そして，実際，私たちが環境を支配する理由の一部です。もしあなたが 1人で畑
を耕しているのなら，ひとつの畑でひとつの作物を栽培する方が，ずっと効率的です。ひとつの畑でいくつか

の違った作物を栽培するよりもね。・・・小麦，大麦，オーツ麦，にんじん，ジャガイモ・・・。もし君が小

麦畑をやっていたら，君の食生活はどんな感じかな？

生徒：そんなによくないです。炭水化物みたいなものを主食にしているわけだし・・・。

Rogers 先生：そう，あんまりよくないですよね。・・・いつも同じものを食べるなんてね。どうやったら，もう
ちょっと食事をもう少し多彩にできるだろうか？ ケイティ。

生徒：他の農民と交換するとか。

Rogers先生：いいですね。取引ってこと？
生徒：いいえ，取り替えるんです。

Rogers先生：取り替える，ああそうだね。
生徒：分け合うんです。

Rogers 先生：取り替える。分け合う，そうだね，取り替えて分け合う。いいね，取り替える，分け前を取り替
える，他の人の分け前とね。最後の第 4問目の「人々は食料を手に入れるためにどのような協力をしたか（How
did they cooperate to get their stuff ?）」の答えがそれです。そういうわけで交換は大きな村で生活する助けとな
るのです。農耕をする人が多いと，より多くの，さまざまなものが得られる。だから可能性も広がる。豆も手

に入るし，小麦も得られる，牛も手に

入る。交換によって，いろいろな食べ

物が得られます。とても複雑になりま

す。交換の問題点は何でしょう？ グ

レース。

生徒：もし交換をしていくと，誰か，何

かがもっと・・・ちょっと，財産的価

値みたいなものがでてくるって言うか

・・・。

Rogers先生：価値ですか？
生徒：はい，より価値が出てきて，どれ

くらい価値があるかを知るのはむずか

しいけど・・・。

Rogers 先生：いいでしょう，考えていき
ましょう，私は歴史の授業をしました

が，みなさんも私に教えてくれたこと

がありますよ。同種のものの交換です

ね。私たちが必要とするものは価値を

意味する何かであり，それを私たちは

通貨として使用します。これは本当に

重要です。なぜなら交換は村において

はたいへん単純で，いったん都市に入

ったら，それは実に複雑になるからで

す。その結果，かれらは価値を持つし

るしを発達させました。価値を持つト

ークンとは何でしょう？ ヘンリー。

生徒：経済です。

Rogers 先生：経済。いいですね。お金は
価値のトークンです。硬貨はかなり最

近のもので，初期のお金の形は異なっ
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ていました。お金だけが価値のトークンだと考えないで下さい。そうではないからです。それは交換をより直

接的にするのにシンプルな方法です。私はここに来て，自分の技術をトークンと交換し，そのトークンを他の

もの，家や食事や衣類との交換に使用することができます。この価値を持つトークンの制度を導入した都市社

会を複雑化するために，そうでなければトークンはうまく機能しないからね，人々はどれだけの豆が，どれだ

けのパンやなにかに相当するかを見きわめることに全人生を費やします。ではどうやって人々は・・・を手に

入れたのか？ それが，イラスト年表や冊子に示した「王国（Kingdoms）の時代」の絵です。この時代にな
ると「人々はどうやって欲しいものを手に入れたんだろう（How did these people get their stuff ?）」これが，「王
国の時代」の第 1問目の質問です。

生徒：・・・。

生徒：彼らはものを価値があるトークンと交換します。

Rogers 先生：それは何と呼ばれますか。あなたがトー
クンを交換する時，あなたはそれを何と呼びますか。

生徒：「買う」です。

Rogers先生：そう，彼らはそれを買った。ありがとう。
それが私が求めていた言葉だ。彼らはたいていそれ

を買った，いつもではないけどね。彼らはそれを買

った。第 1 問目は，価値を持つトークンで買った。
そして自分自身でまだ作るものもあった，というこ

とですね。いいね，

さあ，第 2問は「何が本当に大切なものなのか？（What stuff is really important ?）」ですが，これは実はと
てもわかりやすい。自分で答えられますよ。あなたの・・・はどうやって・・・そのほとんどは人々にとって

大切ですね。それについて考えてみて。よさそうだね。書いてごらん。そういうわけで彼らは死んだり，凍え

たりしないね・・・。 何で死なずにすむのでしょう。それは・・・。同じことですね。

生徒：家を買って，そして・・・。

Rogers 先生：どこに住んでるかによ
って，家を借りる人もいますね。彼

らはたいてい自分で作ったんだ。私

たちは何を持っている，サム，どう

かな？

生徒：・・・と飲み物です。

Rogers先生：よさそうだね，他には，
食べ物とたぶん飲み物？ ジョー

ジ？

生徒：住居です。

Rogers先生：住居。
生徒：・・・使う人の価値・

Rogers先生：いいね，それは食べ物かな？
生徒：はい。

Rogers先生：食べ物とトークン，いいね。
さあ，第 3問目は「なぜ必要最小限のもの以外のものを作る専門家が現れたのか？（Why are people able to

specialise in things other than urgent stuff production ?）」ということです。これは人類の発展のためには大変に基
本的なことです。バンド（Bands）の時代には，すべての人はものの生産と関わっている。朝起きて，食べ物
を見つける。食べ物が見つかったら，彼らは道具，例えば狩猟用具なんかの手入れをするかもしれない。すべ

てのものが手作りです。部族（Tribes）の時代には，皆が畑を耕し，裏庭で何かを栽培する。みんなのご両親
で食べ物を作ることに従事している方は，実際どれくらいいますか。

生徒：シェフとかですか。

Rogers 先生：シェフは食料生産に従事しているとは言えないよ。シェフは食品の形を変えている。生産ではあ
りませんね。

生徒：農業とか。

Rogers先生：農業・・・農業はそうだね。
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Rogers 先生：誰かご両親が製造業に従事している人はいますか。おもしろいですね。これが現代社会です。私
たちは国内でものを作っていない。生産していない。緊急に必要な製品以外を専門とする人たちを除けば，農

民はいるし，何かを作っている人もいます。いくつかの王国（Kingdoms）においてさえ，これは人々が自分
の食料をつくらなければならない負担から解放される時代の最初の瞬間です。これは彼らにとって一大事です。

もし自分で自分の食べるものを作るのならば，明け方に起きて，畑で働き，すっかり暗くなるまで働いて，床

につくのです。そして，次の日も同じことをし，その連続です。他のことにあてる時間はまったくありません。

発展はあるけれど，とてもゆっくりです。専門家がいなくて，何かを考える時間もなく，それについて話し合

う人もおらず，ただ起きて，耕し，そして寝る。起きて，耕し，寝る。

都市においては，それはむずかしい。なぜなら，突然あなたは農場で働く必要がなくなる。あなたが所有し，

他の人が価値を認めるものを，何かと交換できるからです。このおかげで私たちが社会の中で生きていけると

いうことはわかっています。頭から離れませんね。あなた方も，あなた方の親も持ち，私たちも銀行などにい

くらか持っています。価値を持つトークンが活躍する王国（Kingdoms）です。交換の制度が大いに変わって
きています。お金の重要性はあなたがそれをため込むからではなく，お金が人を専門家にしてくれることです。

だから都市において，専門家が生まれます。蹄鉄を作る人，弁護士，教師，司祭など，何かを専門とする人た

ちです。彼らは食べ物を作る必要がありません。彼らはトークンを稼ぎ，それを生きていくのに必要な食べ物

と交換します。

価値のあるトークンは世界を作っている。それがなければ，世界は大混乱で，私たちはみな大地を耕しなが

ら，村に住んでいる。進歩はありえません。私は歴史を教え，トークンを得て，食べ物を買いに行く。いいで

すか。

生徒：はい。

Rogers先生：では，第 4問の「“価値のあるトークン”はものを得るのにどのくらい大切か？（How do 'tokens of
value' important the process of getting stuff ?）」について答えて下さい。

生徒：・・・。

Rogers 先生：よく考えて下さいよ。先ほどの部族（Tribes）の時代について考えた時には，私たちは交換と取引
について話し合いました。どれくらいの豆が小麦に対して相当か，何袋の小麦が牛の価値に相当か，豚 2分の 1
頭が羊 4分の 3頭分，それは公正な取引か，よくわかりませんが・・・。でも，いかにお金がものの交換を簡
単にしてくれるかや，交換の問題点について説明できるよう考えて下さい。交換の問題点は何ですか。お金が

ない時代は，どうやってものの交換を行いますか。それについて話し合わなければいけません。・・・あなた

の持っている何を人は受け取るのでしょうか。何が欲しいですか。ものとものの取り替えには時間が必要で，

それは時間がかかり，非効率的です。その意味で，価値のあるトークンの出現は革命でした。

では，次は最後の第 5 問目です。「なぜ，この時代に人々の間に大きな不平等が見られはじめるようになっ
たのでしょうか？（Why do we start to see large inequality in the group ?）」という問題です。私たちは貧富の差
のような事態が存在することを理解していますよね。こういったことは良きにつけ悪しきにつけ，正しかろう

と間違っていようと，我々はこういった問題をどこか絶対的で，恒久的なものと考えています。そして私たち

はこの問題が人類の心に中にあるものだと考えることはできません。人間が作り出した概念です。貧富は実は

表裏一体です。あなた方はそれが絶対的な状態だと考えますが，実はそうではありません。相対的なものです。

バンド(Bands)の時代には，誰が金持ちでしょうか？ ステファニー。

生徒：・・・。

Rogers先生：そう？ 彼は一番のお金持ち？ なぜ彼が一番のお金持ち？どうやって定義しますか。

生徒：彼は唯一の・・

Rogers先生：なぜ？
生徒：・・・。

Rogers 先生：彼は良い棒きれを 1 本持っている。君は 2 本持っていて，金持ちだってこと？ すてきな棒きれ

を 2 本持っているから，バンド（Bands）の中のビル・ゲイツ的存在だ。本当にすてきな棒きれがある，すば
らしい。もしバンドの他のみんなが，君の棒きれをうらやましく思ったら，どうなるだろう。

生徒：刺されちゃう。

Rogers先生：それはちょっとひどいね。
生徒：盗む。

Rogers先生：なぜ盗むの？
生徒：・・・。
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Rogers 先生：君が・・・がその棒を手に入れるところを見たら，それは難しいことではないよね。彼は 1 本す
てきな棒を手に入れ，私も自分用に 1 本見つける。さぁ，1 本手に入れた。・・・すてきな棒と同等の価値が
ある。良くて高価なものと貧弱なものを区別するのはかなり困難だね。

部族（Tribes）の時代においては，もし家と畑を持っていれば，そしてそれは他人より少し大きな家でちょ
っと広い畑だとしても，あなたは自分自身を大富豪であるとは必ずしも考えないでしょう。大したことはない

です。価値のあるトークンは富を得るためになんの役に立つでしょう？ 何をしてくれますか？ ダン，どう

ですか？

生徒：どれくらい持っているかを定義します。

Rogers先生：どんな点からですか？
生徒：うーん，どれくらい豊かかとか貧しいかを定義するみたいな感じです。

Rogers先生：どうやって豊かさと貧しさの程度を計るのですか。
生徒：どれくらい所有しているかです。

Rogers先生：それでは何をですか？
生徒：・・・。

Rogers先生：どれくらいお金を持っているということをどうやって知るのですか。
生徒：数えます。

Rogers 先生：数字ですね。財産に数値的な価値を与えるわけだね。自分は X という額を持っている，それで自
分の豊かさだ。彼は Yという額を持っているから，それが彼の豊かさだ。

生徒：・・・。

Rogers先生：価値のあるトークンだね。
生徒：どうやって・・・。 すべての人が同じ量のものを手に入れませんよね。

Rogers 先生：彼らはものを誰かと交換
しますね。ブランドン。

生徒：大変ですね。ものを交換できれば

幸運だけど。

Rogers 先生：そうですね。トークンを
使って他にどんなことができますか。

たとえば一握りの硬貨があったら，そ

れを使いますか。どうすればいいです

か？

生徒：蓄えます。

Rogers 先生：蓄えるの？ 蓄える。家

に貯めておく。それが得意なら，もっ

と貯められる。蓄えれば蓄えるほど，

豊かになる。もし家がいっぱいになる

ほどの硬貨を残して，死んだらどうな

るかな。硬貨はどうなっちゃう？

生徒：子どもに渡ります。

Rogers 先生：そうだね，子どもがそれ
をもらう。財産を引き継ぐ。代々続く

と，お金持ちと貧乏人の間の差はどん

どん大きくなる。

・・・複数の生徒の声・・・

Rogers 先生：いいでしょう，もう最後
の質問に答えられますね。冊子に書き

込んで下さい。数値的な観点から説明

して下さい。持っているトークンの数

で，あなたは豊かにも貧しくもなる。

ビル・ゲイツはたくさんトークンを持

っている。
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生徒：深刻な問題ですね・・・。

Rogers 先生：さて，帝国（Empires）の時代になると，どうだろう。1492 年以降だね。状況は王国（Kingdoms）
の時代とほとんど同じままでした。しかし，その時代の終焉に向けて，イングランドでは大きな変化が起こり

ます。それは初めにイングランドで，その後フラン

ス，ドイツ，アメリカ，イタリア，スペインと続き，

その後，オーストラリアや日本などの地域に及び，

最後に産業化の時代に加わった中国やインドへと拡

大しました。いわゆる，「産業革命」です。産業革命

は我々がものを手に入れる方法を大きく変えてしま

います。それ以前，人々は家でものを作っていた。

靴を作るならば，それを家で作り，家の前で，ある

いは市場の露店で売った。肉屋ならば，家でそれを

売りました。布を織るならば，家で作業しました。

それから，やがて，工場での生産へと移行します。

今でも，通りをずっと行ったところに一軒あるでし

ょ，カッター。

生徒：・・・家の中でものを作ってい

る人たちはそこに住んでいるからそ

うしているんですよね。

Rogers 先生：それは何を作っていたか
によるね。

生徒：もし肉屋だったら。

Rogers 先生：もし肉屋だったら，皮を
剥いだりすることはひどく汚れる

し，不潔だね・・・。中身をこそげ

とったり，化学薬品につけたり，布

を染めるのも汚くなるよね，・・・

Beamishへ行ったことはありますか。
生徒：あります。

Rogers先生：・・・お城と古めかしい店がありますね。
生徒：ちいさな汽車も。

Rogers 先生：ちいさな汽車ね。たいていの店は私たちが考える最初のタイプのものです。私たちはその店に行
き，品物にお金を払う。人々は店で品物を手に入れようになり，品物は工場で作られる。帝国の時代の最初の

問題は「人々はどこでものを手に入れたのか？（Where do people get their stuff from ?）」です。
この続きは木曜日にしましょう。とても大切な問題です。ボードには何がありますか。Homer Simpsonのと

てもひどい図ですね。

生徒：そんなことはありません。

Rogers 先生：実はそれは地図なんで
す。何の地図かな。

生徒：広場です。

Rogers 先生：いや・・・違います。
生徒：・・・。

Rogers 先生：イタリア，違います。
生徒：ラゴスです。

生徒：アフリカ？

Rogers先生：イングランド内ですよ。
生徒：ロンドン。

Rogers先生：ロンドンではありません。近いですが。
生徒：ヨークシャーですか。

Rogers先生：リーズではありません。
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生徒：ウェールズですか。

Rogers先生：ウェールズ？ 基本的にはウェールズです。

生徒：リンカンシャーですか。

Rogers先生：リンカンシャーではありません。ニューウェールズです。 ・・・。

生徒：カーディフです。

Rogers 先生：ありがとう。そこはリバプール，そこはマンチェスターです。それから，リバプールは大きな港
で，インドから綿を輸入するために使われていました。そして，その綿はランカシャーの個人の家に運ばれ，

紡がれて布に織られました。それは台車やトラックで港から運ばれます。そして，誰かが「そうだ，何をすれ

ばいいかわかったぞ。ここチェシャーに工場を作ろう」と考えます。そしてその工場では，多くの人を集め，1
時間にとても多くの布をつくることができるようになった。この工場ができたせいで，リバプールを通して手

に入れられる綿の量はどうなりますか。ダニー，どう？

生徒：増えます。

Rogers 先生：増える，そうだね。そうして，他の人もどんどん工場を作り始め，いつの間にかランカシャー中
に工場ができました。それでは，リバプールへ向かう綿の需要はどうなりますか。

生徒：高まります。

Rogers 先生：どんどん高まりますね。著しく，高まって，天井知らずです。彼らはますます多くの綿を必要と
しました。そして，綿を運ぶために，鉄道や運河の建設がなされ，素早い輸送が可能になりました。そのため，

インド産の綿への需要の高まりによって，輸送も加速するようになります。その結果，我々はインドをどうす

るのだろう。

生徒：乗っ取ります。

Rogers先生：そうだね，今日はここまでにしましょう。また明日。
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【４日目（９月２７日） 木曜日】

Rogers先生：さて，座りましょうか。質問に戻りましょう。昨日はどこまでやったかな
そうだね，綿の需要が高まったことにより，鉄道，運河，新たな道路が作られ，ランカシャーの田園地帯に

は工場が次々と建設された。そし

て，驚くべき産業へと発展した。

そのため，綿の需要はさらにどん

どん大きくなっていきました。で

も，この綿はどこから来ますか。

グレース？

生徒：インドです。

Rogers 先生：インド，そして？ ブ

ランドン？

生徒：アメリカでは綿花を作ってい

ます。

Rogers 先生：アメリカ合衆国。南部
のね。

生徒：綿花。

Rogers先生：綿花，植物としての綿，
その通りです。綿花，綿花ですね。

1861 年のアメリカでは内戦が起こ
り，みんなも知っているように，

北部と南部が戦った。北軍は南部

から運ばれる船荷を封じようと苦

心した。彼らに貿易をさせず，貿

易を阻止し，資金を断ち，軍へお

金が回らないようにするためです。

それでランカシャーは大きな問題

を抱えることになります。この戦

争のせいで，綿花の供給が半分に

なってしまったのです。その結果，アメリカの南北戦争の間，ランカシャー産の綿製品の生産高はどうなりま

したか。

生徒：下降しました。

Rogers 先生：下降した。人々は職を失い，お金を失い，かなりひどい状態でしたね。この問題に対する答えは
なんだろう。もし私たちが大がかりな産業のための原材料の供給に少しでも不安を感じるなら，供給を安定し

たものにするために，何をなすべきなのだろう。

生徒：国全土を乗っ取って，人々から材料を盗むとか。

Rogers 先生：すごいアイデアだね。すばらしいアイデアだ。インドへ行って，そこを接収する。そうやって原
材料を管理する。石油にも同じことが言えるね。なぜイラクへ侵攻したんだろう。そう，石油のためだね。な

ぜ南アフリカへ侵攻したんだろう。彼らはキラキラ光るもの，ダイアモンドや金を持っている。第 2問目は「な
ぜ人は帝国を征服し，なぜそれを気にするのか（How important is stuff in convincing developed countries to
conqure an empire ?）」ということです。そして答えは我々が権力を欲しているからではないということです。
単に強大になりたいとかそれを誇りたいというより，ビジネスが根底にあるということです。解答に「原材料」

と「産業革命」という語句を入れるようにして下さい。

Rogers先生：第 3問目は「もの作りの方法がどのように進化したか（How do the ways that stuff is produced
improve ?）」についてです。[生徒に棒のようなものを提示して]誰かこれが何か知ってますか。

生徒：サクラ材ですか。

Rogers先生：サクラ材？
生徒：パイプを作るための使い方ですか。

生徒：綿事業については説明・・・してないですよね？

生徒：してあるかもしれないけど・・・それは何ですか？
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生徒：（機織り機の）杼ですか？

Rogers 先生：そう，杼です。すばらし
い，杼ですね。機械や世帯で使うた

めの飛び杼です。機織り機用ですね。

昔，布は大きな機織り機で・・・

それに糸を通し，機織り機の中を右

から左へと動かし，ペダルに足をの

せて・・・。それを縦糸を通して，

それを繰り返し，繰り返し，繰り返

し，きちんと織れているか確かめ，

それを繰り返し，きちんと織れてい

るか確かめ，また繰り返し・・・，

退屈ですか？

生徒：はい・・・。

Rogers 先生：こんなふうに 1 日中，日に 12，13，14 時間やるのは，私だったら退屈です。あまり刺激的ではな
いですね。ぱぱっとやることもできません。50 年後にはひとつの工場で 10 台の機械がまったく同じことをや
ります。あなたは機械を見張って，機械が壊れていないか観察しながら歩き回るだけでいいのです。もし機械

が壊れていたら，機械を止めて，作業を停止する。10 台の機械に人間は 1 人。とても簡単な質問です。私か
らの質問は「どのように機械は進歩するか」です。スピードをあげる方法を考えてみて。

生徒：電気を使います。

Rogers 先生：いやいや，最終的にはね，でも違います。蒸気，蒸気の力です。産業革命です。よいでしょう。
次は第 4 問目です。「なぜ，ある人々のトークンが他の人たちよりのものよりも価値があるのか（Why are

some peoples' 'tokens of value' worth more than others ?）」ということです。実は，先生は百万長者だったんです。
生徒：え～・・・！？

Rogers 先生：先生は 100 万ズウォティ
稼いでいました。

生徒：100万何ですか？
Rogers先生：ズウォティ。
生徒：ズウォティって何ですか。

Rogers 先生：ポーランドの通貨です。
生徒：なるほど。

Rogers 先生：私はポーランドで 100 万
ズウォティ稼いでいました。先生を

してひと月 100 万。考えてみて下さ
い，ひと月 100万。でも，先生は 100
万ズウォティよりも 1,000ポンドの方がいい。なぜでしょう？

生徒：なぜなら通貨はそれぞれ違うから，たとえば，UK では車は 1,000 ポンドかかるけど，どこかよそのとこ
ろでは 100,000,000かもしれない。通貨が違うし，場所が違うし。

Rogers先生：それじゃぁ，君は 1,000ポンド稼ぐ方がいいわけだ。
生徒：・・・。

Rogers 先生：ベトナムにいるときは，アメリカドルで支払ってもらったほうがよいです。もしベトナムのドン
で支払ってもらうと，持ち運ぶのにスーツケースが必要です。とてもかさばるからね。そんなの嫌でしょ。な

ぜそんなことが起こるのかな。これよりあっちのほうが価値がある？ 数字がこっちとあっちでとても異なる。

生徒：ポーランドでは・・・より多くの・・・，それで価値が下がります。

Rogers先生：誰が決めるのですか。誰が決めるのですか。
生徒：その国の指導者じゃないかな。

Rogers先生：ありがたいことに，この国は大きな権力がある。キャメロン首相が座ってかんがえている。「あー，
今日は何をすべきか？ ポンドの価値をドルより上げてみよう。そりゃ，いい考えだ。」ってこと？ それで

いいの？ ローラ？

生徒：アメリカとのバランスって言うか・・・。
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Rogers先生：そうですか？
生徒：よくわからないです。

Rogers 先生：そんなことはありません。ポーランドでは私たちはとても裕福です。ポンドはおそらく世界で最
も高い価値のある通貨です。アメリカドルより高いです。つまり私たちは勝者だということです。

生徒：・・・印刷する・・ドルを・・・。

Rogers先生：私たちはたくさん印刷します。・・・ものすごくたくさん印刷します。
生徒：誰かが決めるんですか，例えば・・・。

Rogers先生：誰が決めますか？ それが問題です，誰が決めるのか，一体誰なのか。

生徒：決定権のある人。

Rogers 先生：決定権のある人，決定者，決定の責任者。決定機関の長官が決定する・・・ということかな。決
定を下す大臣。決定権を持つ法王。誰が決定を下す人なのか？これは・・・とても重要なことです，・・・決

定についての問題です。ジョージ，どうかな？

生徒：それは価値を決定する人たちで，それは・・・。

Rogers 先生：いいでしょう，とても良い答えですよ。間違っているけれど，とてもよい答えです。誰が原材料
の価格を決めるのか。これは，我々が求める物質であり，君は決定を下す少数の人たちがいると考えるわけで

す。

生徒：それを売る人たち。彼らは食べ物とかを売って，値段も決めます。

Rogers先生：いいですね。もしあなたが何かを売っているなら，売り物の値段をどうやって算出しますか。
生徒：他の似たような，すでに流通している商品を規準として考えます。

Rogers先生：なるほど。他の商品ね。それでは，もし君が同じ値段で売ったらどうなりますか。
生徒：何であれ，・・・を割くことができれば・・・意見を・・・。

Rogers先生：そうですね，それでもし品質がより優れていて，もっと価値があれば。
生徒：・・・。

Rogers先生：同じ品質だったらどうだろう。
生徒：うーん，それを・・・同じ値段で売ります。

生徒：もしコーラ１びんが１ポンドして，僕の方が・・・例えば 95ペニーかそこらだったら・・・。
生徒：・・・僕たちがそれにかけたお金よりちょっと多い。

Rogers 先生：それを何と呼ぶか知っていますか。何と呼びますか。それを作るためにかけた額と，売るために
かけた額の差です。それには呼び名がありますね。

生徒：利幅です。

Rogers先生：その通り，利幅または利ざやです。ピザの利幅を知っていますか。
生徒：はい。

Rogers 先生：・・・ピザの利幅です。
生徒：5ポンド。
生徒：1ポンド。
生徒：50ペニーくらい。
Rogers 先生：約 500 パーセントです。
生徒：わー！

Rogers 先生：もしピザ屋さんのことを
考えると，一番コストがかかるのは，

店舗です。1 枚につきおよそ 1 ポン
ドか 1.5ポンドかかる計算です。

生徒：電話はどうですか？

Rogers先生：何，電話のピザ？
生徒：電話です。携帯電話みたいな。

Rogers 先生：わかりません。ほんの一例ですが・・・多分多いでしょうね。特にアップルを持っているなら，
かなりのはずです。人は品物に印刷された額のお金を払います。あなたは行って，買って。もし行ってスーパ

ーマーケットの品物を買えば，例えばジャスパーのビスケットだとか，私はジャスパーのバーボンを買います。

私はインチキな安っぽいバーボンを買いません。それらはいい加減でひどいものです。品質も良くない。人々

はそうしますね。
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生徒：はい。

生徒：はい。

Rogers先生：実際何を買いますか。
生徒：違うパッケージに入った同じ製品です。

Rogers 先生：ええ，みなさんはパッケージを買っています。製品を買っているのではありません。ビスケット
は全く同じ，包みが違うだけです。包装にお金を払います。すてきな包装に 50ペニー。・・・利幅や市場に基
づいています。規模が非常に大きいので理解することはとても困難です。様々な個人が様々なことを行い，そ

のようにしてお金のことが決定される。誰かがこれの価値はこれくらいだと言うのではありません。決めるの

は市場です。そして市場は売ったり買ったりすることに基づいています。

あなたが新聞を買えば，誰かのことを目にします。彼らは自分の知っていることをもとにそれを理解します。

もし彼らがポンドは 1.5ドルの価値があると言えば，誰かが・・・ドルを 1.52ポンドで・・・それが尺度を変
えます。銀行業務です。それが銀行のシステムの一部です。人々がお金を買うことで多額のお金を作ります。

どうやったらお金を買ってお金を作ることができますか。どうやるの？ どのように？ お金を買う？ どう

やったらお金を買ってお金を作ることができますか。

生徒：・・・。

Rogers先生：わからないかい。君たちは決してお金持ちにはなれないね・・・。
生徒：あなたが・・・で買って，例えばあなたが一定の金額でそれを買って，買ったものの価値が実際それより

上がったら・・・。

Rogers 先生：それは誰かがその価値を知らないということ，そして君は実際よりもそれを安く買ったというこ
とを意味しています。君はそのことを頭に入れておくことが大切です。グレース。

生徒：どうですか？ それって，休暇に出かけてユーロを買って，戻ってきたら運良く換金レートが高くなって

て，たくさんお金が戻ってきた，みたいなことですね。

Rogers先生：何が起こったのかな？
生徒：換金のレートが変わったから，お金をたくさん得たということです。

Rogers先生：じゃあ，どうして変わったのかな？
生徒：単に，いつも変わっているんじゃないかな。

Rogers先生：ありがとう。すばらしい答えです。いつも変わっている，それでお金が儲かる。
生徒：ポーランド。

Rogers先生：ポーランドのお金。・・・はよいです。
生徒：どうやって・・・。

Rogers 先生：それをやる他の手段は原材料を先物取引で買うことです。品物を 3 ヶ月先に買っておく，例えば
石油を 12 月に買う。石油に対して 12 月に X という金額を払い，石油価格が上がることを祈る。石油を市場
最安値で買ってあれば，もし価格が上昇すると，お金が儲かるわけです。

生徒：それって，例えば，ウェブサイトでものを買って，またそれを売って利益を得るとか・・・。

Rogers先生：どのウェブサイト？
生徒：わかりません。

Rogers先生：いいでしょう。
生徒：映像を見ただけだから・・・。

Rogers 先生：君は企業の上がり下がりする会社の株を買うことができます。やはり，それも市場に基づいてい
る。そしてどんな値段でそれを売り買いするかにも基づいています。価格に及ぼす影響は，これらの株を売る

ために行われた取引の影響を受けています。だから，誰が決めるのでもありません。決めるのは市場です。ど

れだけの価値があるのかをいつでも正確に指摘することはたいへん困難です。またそれは問題の一部でもあり，

我々の制度においては中核をなすものです。ですから，何を買っても，あなたは利益をあげることができた。

あなたが家を買うつもりなら，良い地区でお買いなさい。そうすれば，利益を生みます。私の家の価値は 10
年で倍になりました。良いタイミングで良い場所に家を買って，私は幸運でした。私の車の価値は下がりまし

た。車は価値が下がるものだからね。車を買って，家に帰って，そのとたんに 2,000 ポンド損するのです。市
場が決定権を持つのです。

Rogers先生：では，第 5問目「貧富の差の大きさはどのくらいか？（How are there large inequalities between
groups ?）」について，考えてみましょう。国王や指導者は，とても重要で，裕福です。彼らの部下たちも豊か
で，上品であり，すばらしい家をもっています。彼らの下の人々，平均的な専門職，私みたいな人，私はそう
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いった中流に属しているわけですが，まあまあ世間並みの仕事をして，おそらく申し分のない家に住み，金持

ちでもなければ，貧乏でもない。下層には 1日 8時間工場で働く労働者がいる。綿を吸い込んだり，白蝋病に
かかったり，有害なアスベストなどの物質を取り込んで肺気腫になる。彼らが下層の労働者です。

王国（Kingdoms）の時代には，基本的に王国は世界中に見られ，王国に発展するそれらの国々は世界中で
ほぼ同じ形態をとる。例えば，イングランドの国王とフランスの国王は同じくらいの財力があった。もし大西

洋を渡って，中央アメリカやマヤ王国のまだ存在も知らないような場所へ行っても，なぜだか，国王は同じよ

うに豊かであり，多くの財産を持っている。中産階級も，同様です。金持ちも貧乏人もいるような集団の中で

は，それが他のグループであっても，ほぼ同じ状況です。どこの王国へ行っても，同じです。しかし，帝国

（Empires）の時代がそれに終止符を打ちます。帝国（Empires）がすることは国民を育てることです。皆さん
は気づいていないが，そうなのです。すべての人々はそれ以前よりかなり裕福になっています。それではいく

つかの王国と世界について見てみましょう。実は王は実際それほど裕福ではありません。イングランドの中産

階級と同等かもしれません。1879 年に私たちの国はズールー族の王国と戦争をしました。彼らは火器を持た
ず，両端が太くなっている棍棒で戦い

ました。彼らはとても勇敢で，鍛えら

れそしてたいへん優れていました。イ

ングランド軍は彼らすべてを撃ち殺

し，それが功を奏します。Cetshwayo
（カテワオ）という名の国王はイング

ランドの工場労働者と同じ程度の財力

でした。彼はズールー族の国王だった

のですよ。彼には 3 人か 4人の妻がお
り，数頭の牝牛を飼っていました。

生徒：他のズールー族の人と比べて，彼

はお金持ちでしたか。

Rogers 先生：はい。ズールー族の王国
では，彼は比較的裕福でした。グルー

プ内の比較では，お金持ちと貧乏な人

がいます。つまり何頭の雌牛が必要か，

何棟の泥でできた小屋が必要か，また

はほしいか。イングランドと比べると，

彼は本当は中産階級には入れないかも

知れません。彼の家柄や所有している

財産が理由です。これらの帝国は，集

団を育てました。集団間には貧富の差

が見られます。集団の内部だけでなく，

集団の間にも格差が見られます。それ

で産業化された世界は，そうでない世

界と比べると，ずっと裕福になります。

それが最後の問題の答えです。考えて，

冊子に簡潔に書き込んで下さい。

Rogers 先生：いいでしょう。今度は，
今日，現在，あなたがたの住んでいる世界，「国際機関（Multi-National Organisations）」の時代です。あなた方
が暮らす世界では「誰がお金を支配しますか？（Who controls the stuff ?）」それが第 1問です。

生徒：世界の指導者たちです。

Rogers 先生：いいですね。答えてくれてありがとう。世界の指導者たち，バラク・オバマやデビッド・キャメ
ロンたちにとっても関心事でしょう。でも，例えば，世界の鉄鋼の 80 ％が何を作るために使われていると思
いますか。

生徒：それは・・・。

生徒：油井の掘削装置です。

生徒：・・・。
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生徒：世界で生産される鉄鋼の 80%は何を作るために使われるか？
生徒：住宅です。

Rogers先生：考えてみよう。
生徒：家じゃないの？

生徒：自動車。

Rogers 先生：自動車ですね。鉄鋼業は，自動車産業に
影響を受けます。デビッド・キャメロンでも，バラ

ク・オバマでも，プーチンや他の誰かでもありませ

ん。自動車産業です。トヨタの CEO や，フォード，
BMW，メルセデスの CEO，彼らが鉄鋼を支配します。
彼らが最大の顧客なのですから。

生徒：それならば，消費者が彼らを支配するのでしょ

うか？

Rogers先生：いいえ。
生徒：違うんですか？

Rogers 先生：間接的には支配します。そしてもし消費者が車を買わなければ，彼らには支配力はないし，車自
体にも支配力はない。そうだね，その意味では正しいね。でも我々は消費にそんなに関わっていないのではな

いかな？ 君たちの親御さんのどれくれいの方が車なしではやっていけないと思っているかな。私は車なしで

やれれば，嬉しいですよ。でも，私には車が必要です。実際必要なんです。自分の生活を送るためにはね。選

択の余地はありません。だから買うのです。

生徒：それで石油会社が自動車産業を所有するんですね。車を走らせるには石油が必要ですから。

生徒：バスはどうかな。

Rogers 先生：石油産業の問題点は，私たちが多くのもの，例えば車などの日用品を支配するということです。
でも君たちが使うすべてのもの，石油から作られるプラスチック製のもの，そのペンなんかも，それらは全部

石油から作られています。車に入っているということではなく，他のものにもたくさん使われているね。

生徒：だから・・・。

Rogers 先生：だから，そういった産業も多大な力を持っている。だからやっぱり石油産業が必要です。石油産
業を必要としているのは自動車会社ではなく，私たちです。それは私たちの問題です。食料品もまた，必ずし

も目には見えない巨大な複合企業によって，支配されています。つまり，通りの角にマクドナルドが見えて，

他の巨大な食品産業もすぐそばにある状態です。

＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊

生徒：アメリカ人の赤ちゃんの 3分の 1が，話せるようになる前に，マクドナルドのことを知るんだと思います。
Rogers 先生：たぶん，そうですね。他にも，アーラ・フーズ（スカンディナビア最大の乳製品メーカー）は大
量の食品供給を支配していますが，リーズにも会社がありますよ。

生徒：そうですね。

Rogers 先生：テスコのようなスーパーマーケットは強大な力を持っています。テスコ，セインズベリー，ＡＳ
ＤＡやモリソンズなどは協力して食品の価格を下げており，農民からは不満の声があがっています。彼らが言

うのは，いいでしょうか，みなさんが牛乳に対してお金を支払い，農民は働いても乳牛から搾った 1ガロンの
牛乳に対して 0.5 ポンドしか儲けがない。ばかみたいに少額です。彼らはそれが不満です。彼らにできること
は何もありません。企業がお金を支配し，世界を支配するのですから。

生徒：企業ですか？

Rogers先生：大きな会社です。それに，スーパーマーケットと消費者は安い価格を手に入れようとしています。
だからスーパーマーケットへ行って買い物をします。彼らは価格を下げるように圧力をかけている。

生徒：農家にもうちょっとお金を払ってもいいけど

＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊

Rogers 先生：みんなはフェアトレードを知っていますね。あっちのほうがこっちより高い，その考え方はもし
君たちがフェアトレードに対してお金を払うなら，生産者にもう少し多く支払おうというということです。牛

乳についてはすぐにそうしてもいいかもしれない，アフリカの人たちではなくて，イングランドの農民に対し

てね。

生徒：牛乳に対して何をするんですか。
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Rogers先生：イングランド産牛乳ですね。
＊＊＊複数の生徒の声＊＊＊

Rogers 先生：私は驚きませんよ。同じ問題です。大企業が価格を下げている。かつてはアフリカや南米のコー
ヒー生産者の問題でしたが，すぐにイングランドの酪農家の問題になるでしょう。ＯＫ．最初の質問に答えて

下さい。なぜ大きな会社がお金を支配するのか説明してみましょう。

Rogers先生：つぎは，第 2問目です。「どのようにして，ものの価値が決まるのか？（How is the value of stuff
decided ?）」，つまり，決定者についてです。誰が価値を決めるの，オリビア？

生徒：わかりません。

Rogers先生：わかりませんか？
生徒：わかりません。

Rogers先生：それは正しい答えです。わからないんだね，私も誰が決めるのかわからないよ。
生徒：やったー！

Rogers 先生：わからないものは，わからないね。なぜわからないのだろう。それが問題だね。いったいなぜわ
からないのでしょう。

生徒：一般的にそうだから．．．

生徒：それは機密だから。

生徒：みんなが決めるから。

Rogers 先生：機密ではありません。みんなが決める。理解するのはむずかしいね，数え切れないほど多くの個
別の出来事が原因で生じた変化の規模を理解するためにね。このようにして変化が起こるのです。数千万を想

像することはできませんね。それを概念化することはできません。もし誰かが決めているのなら話は簡単です。

誰でも 1人の人が 1つのことをやっているのなら概念化できます。ウィリアム征服王（ウィリアム１世）がイ
ングランドを征服し，王になった。簡単ですね。1 人の人，ひとつの戦い，ひとつの民衆，シンプルです。国
際的な市場でのお金の価値の変化はとても，とても複雑です。それは何千万もの小さな出来事の集大成であり，

物事の価値はこれらのものに基づいています。

生徒：はい。それがソーセージ・ロールが値上がりする理由ですか。

生徒：税金が上がって，ソーセージ・ロールが高くなったんじゃないの？

Rogers 先生：ええ，その通りです。政府も政策によって影響力を持ちます。でも政府が決めるのではありませ
ん。影響することと決定することには違いがあります。あなたがすることは人々の行動の仕方を決定づけるか

もしれません。だから影響することはあっても，決定するわけではありません。僕はあなたを賢くするように

決めることはできないでしょ？ あなたがもっと賢くなるように影響を与えようとすることはできます。でも

僕に決定することはできない。そんな力は僕にはない。第 2 問の答えは，「市場が決定する」です。説明も冊
子に記入して下さい。

生徒：はい。

Rogers先生：第 3問は「どのくらいの途上国の人がもの作りをしているのか？（What proportion of people in the
developed world take part in stuff production ?）」ということです。ランカシャーの話に戻りますよ。もし 1850年
代のランカシャーで「何をなさっているんですか？」と人々に尋ねたら，「あー，物を作っています。綿の布

を作っているんですよ。」「ビン入りの飲み物を作っています。それが私の仕事さ。」といった答えが返ってく

るだろう。すばらしい，明快です。でも，現在はどのくらいの人たちがイングランドでものを作っているだろ

う。どれくらいでしょう？ ケイティ。

生徒：そんなに多くない・・・機械とか。

Rogers先生：機械だけ？
生徒：そんなに多くないよね。

生徒：もの作りは，タイやトルコや中国に送ってます，だってそっちの方が安いから。

Rogers 先生：もう一度，布を例に取り上げてみましょう，よい例です，布です。布はどこでデザインされるの
でしょう？ どこで布はデザインされる？ どこでしょうか。

生徒：うーん

Rogers先生：君はどう思いますか。
生徒：イングランドの人がデザインすると思います。

Rogers 先生：そうだね，基本的にイングランドでデザインする，そして海外で生産する。マンチェスターにデ
ザインのオフィスがあって，何でも，スーツでもジャンパーでもネクタイでもデザインします。デザインはパ
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ソコンを使って，インターネットでバングラデシュへ送られ，型紙になり，機械を調整し，生産され，出荷さ

れ，イングランドへ戻ってくる。なぜ製品のほとんどが先進国でない国で作られるのでしょう。

生徒：生産にかかるお金が安いからです。

Rogers先生：なぜ安いの？
生徒：彼らは手で作っているから。

Rogers先生：彼らは機械を使っていますよ。なぜ安いんだろう？
生徒：なぜって，彼らは・・・。

Rogers先生：いいですね。正解です。彼らはそんなに高い賃金を期待していない，少ない給料で働いてくれる。
この国の労働者は・・・やることにとてもうるさくて，仕事によってはやりたがらない。なのに一定の賃金は

要求する。バングラデシュではすすんで働いてくれる。第 3問目ですよ。さあなぜだか説明して下さい。なぜ，
イングランドでは割合が少ないのでしょう。・・・話しあわずに冊子に書いて下さいね。とても単純な問題で

す，答えもシンプルです。

生徒：はい。

Rogers先生：最後の第 4問は「世界でものは平等に公平に分配されているか（Is the stuff in the world divided
equally and farely ?）」ということです。もしバンド（Bands）の時代であれば，明快です。所有している物は棒
や少しの・・・でしかなかったからです。でも，今日では・・・。。

生徒：もっともらうのにふさわしい人もいるし，もっとほしがる人もいます。

Rogers 先生：もっともらうのにふさわしい人もいる！ 説明して下さい。君はもっともらうのにふさわしい？

生徒：例えば，お医者さんとかは，人の命を救います。でも，他の国では税金を払わないのに利益を得ている人

もいます。その人たちは他の人ほど恩恵を受けるに値しません。

生徒：より重要な仕事をしている人たちもいます。

Rogers 先生：いいでしょう。さあ，私たちはこのような種類の問題を抱えていますね。私は君の意見には全く
同意できません。ところで，ひとつ原則があります，いいですか，大切な仕事とは何でしょう。尋ねているの

ではありません。これは質問ではありません。修辞学的な問題です。大切な仕事とは何でしょう。ゴミ収集人

は大切ですか。もしゴミを収集していたら，それって変ですか？

生徒：寄生虫にやられちゃうよ。

生徒：すべての仕事は大切です。だって．．．

Rogers先生：歴史を教えることは数学を教えるより大切ですか。
生徒：はい。

生徒：いいえ。

生徒：いいえ。

生徒：歴史が好きか数学が好きかによ

ります。

Rogers先生：へー，そうなの？
生徒：何になりたいかにによります。

Rogers 先生：なるほど，あなた方が
その科目を何のために使いたいか，

それ次第ですね。もし弁護士になり

たいなら，数学をやりたい？ もし

弁護士になりたいなら，歴史が必要

でしょうね。

生徒：はい，・・・を知る必要があるから

Rogers 先生：でもエンジニアになりたいのなら，数学の方が大切でしょう。時と場合による，これが大事なこ
とだね。

生徒：サッカー

Rogers先生：それは大切ですか。もし君がサッカー選手になるならば・・・。
・・・複数の生徒の声・・・

Rogers先生：そうだね，チュリス。
生徒：僕は・・・出身です。仕事によってはより専門性が高いものがあります。それで価値があると思うのでは

ありませんか。
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Rogers先生：誰が言ってますか？
生徒：・・・。

Rogers先生：これは私たちの制度がうま
くいくために本当に重要なことです。

なぜならば，銀行の重役をやっている

人たちは・・・現代において・・・例

えば・・・とても重要になるわけで

す。それって銀行家がより重要だとい

うことですか？

生徒：・・・。

Rogers先生：まあ，彼はお金持ちですし，
百万長者です。しかし，彼はそのお金

すべてを稼いだわけではありません。

生徒：何が大切かは社会が決めるという

ことですね。・・・外科医などの重要

な仕事にはたくさんお金を払おう・・

・とか

Rogers先生：いいでしょう，私の義理の
母は歯科医ですが，この国の歯科医が

どれくらいお金を稼ぐかみんなは知ら

ないだろうね。

生徒：ええ。

Rogers先生：彼らは大きな家を所有し，
本当に良い車を持ち，そうです，たく

さんお金をもらっていますよ。お金を

稼ぎたければ，歯科医になりなさい。

・・・すばらしい・・・。

生徒：・・・。

Rogers先生：歯科医をやっている私の義
理の母は，生涯歯科医を務め，今は引

退していますが，ウエイターより少ないお金しか得ていませんでした。ウエイターは歯科医や医師よりたくさ

んのお金お稼ぎます。だったらウエイターは歯科医や医師よりも重要ということでしょうか。

生徒：いいえ，チップをもらうから，たくさんお金をもらってるということでしかありません。

Rogers先生：まあ，そういうことかもね，医師もチップをもらうけどね。お給料が少ないからね。
生徒：そうなんですか・・・？

Rogers先生：なぜだろうね？
Rogers 先生：・・・そうですね。みなさんに宿題を出
しましょう。冊子のまとめの問題「我々はどのよう

にして所有物を得るか？（How do we get our stuff ?）」
の所に，考えたことを書き込んでおいて下さい。こ

こまでの冊子の 5 ページ分をしっかり参考にして下
さい。

生徒：・期限はいつですか？

Rogers 先生：10 月 3 日，水曜日ですね。たくさん問題
がありますが，きちんとやって下さい。わかったら，

荷物をまとめて，帰ってもいいですよ。
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２．授業者へのインタビュー

Ｑ１：この授業（単元）のねらいはどのようなものでしょうか？

Ａ１：配付した冊子に基づいて，質問に答えながら，歴史の「全体的な絵（whole picture）」を理解すること
がねらいです。4 つのテーマ（organise，stuff，think，move）について，それぞれ検討し，それぞれのテ
ーマ終われば，生徒に「まとめの問題（Summary Question）」を宿題でさせます。この授業における生徒
の評価は，そのまとめの問題を提出させ，全体的な絵がどれだけ理解，把握されているかで判断をします。

その際，注意するのは，一つ一つの時代の絵の説明では無く，全体的な絵としてとらえられているかです。

年表の横軸の時代区分（bands，tribes，Kingdoms，Empires，Multi-National Organisation）の根拠はマクニ
ール（William H. McNeill）の論を参考にしました。

〈「まとめの問題（Summary Question）」に対する生徒の回答例〉

Ｑ２：この授業は，年間のカリキュラムにどのように位置づいているのでしょうか？

Ａ２：この単元は 4～ 6週間くらいかけて実施します。1週間に平均して 2回授業がありますので，10時間
程度かけて行います。今回，二井先生にお見せしたのは，その中でも 2 つのテーマ（organise，stuff）に
ついてでした。

この単元で生徒に理解させるのは，KS3で学ぶ歴史学習のフレームワーク（枠組み）の概念であり，そ
の後の授業でも，そのフレームワークは活用されます。次の表１は，第 7学年の 1年間の毎回の授業のタ
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イトル（title），キーワード（key words），キークエスチョン(key Questions)，目標（outcomes）の計画を
一覧表にまとめたものです。まだ完成していないところもありますが，今回，二井先生に見て頂くのは，
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〈KS3，第7学年・年間指導計画〉

13 時間目から 16 時間目になります（黄色の背景色に赤字で示した部分）。この単元は 13 時間目から 24
時間目まで行います（黄色の背景色の部分）。ちなみに，学年の始まりから二井先生に見て頂く単元の前

までの 1 時間目から 12 時間目までは，歴史についての基本的な考え方を扱います。特に 6 時間目（A
History of Oxygem）は，地球の誕生から人類が現れるまでの Big Historyを扱います。ここにも，D.クリス
チャンの提案している Big Historyの思想を生かしています。
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〈6時間目（A History of Oxygem）の提示資料（PPT）〉
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また，13 時間目から 24 時間目まで（黄色の背景
色の部分）の後の部分にあたる 28 時間目から 36
時間目まで（紫の背景色の部分）は主に今回の単

元の“organise”について，37 時間目から 43 時間
目まで（オレンジの背景色の部分）は主に“stuff
”について，44 時間目から 54 時間目まで（青の
背景色の部分）は主に“think”について，55 時間
目から 62 時間目まで（緑の背景色の部分）は主
に“move”について深める学習を行うように構成
されています。その意味で，今回の単元で扱う歴

史学習のフレームワーク（枠組み）はその後の学

習にも頻繁に使用されます。

Ｑ３：年間指導計画を見ると，通史的なような気が

するのですが？

Ａ３：英国では，通史を教えても，子供たちは覚え

ていない結果が出ています。だから，これはそれ

ぞれのテーマを中心に授業をします。時間の順を

意識する点では通史なんですけれども，トピック

やテーマに合わせて，それぞれ古代から現代まで

扱うので，何度も古代から現代までを循環してい

る形になっています。

Ｑ４：先生はしばしば，big picture という言葉を使
<6時間目（A History of Oxygem）生徒用プリント>

われましたが，どのような意味で使われているのでしょうか。また，big historyについてはどうお考え

でしょうか？ Ｄ・クリスチャンの big historyとして，ビッグバン以来の地球の変化あって，そしてや

っと人間の時代が始まるというような位置をどう思われますか？

Ａ４：私自身は，ビッグピクチャーもビッグヒストリーも同じように使っています。言葉の使い方の違いな

んです。ビッグヒストリーも一つの代表的なプロジェクトだと考え，取り入られられる所で取り入れてい

ます。ビッグ・ヒストリーの見方というのは共通しているんです。私の授業の詳細もこれとほとんど同じ

です。でも，私の授業が，基本的に人類の誕生以降がテーマの中心になっているので，D・クリスチャン
の big historyと比べると，彼の著作の最後の数頁分しか扱っていないことになるかも知れません。つまり，
歴史学習のスタート地点は違うけれど，内容や方法といった発想は同じということです。

Ｑ５：史資料を使用せず，生徒との問答で授業が進行していたが，歴史の授業としては史資料を使わないで

良いのでしょうか？ 生徒に質問をして答えを求めるのであれば，史資料をもとに答えさせるようにする

という考え方はなかったんでしょうか？

Ａ５：例えば，スクール・ヒストリー・プロジェクト（SHP）のアプローチでは，実際，資料を使った授業
もあります。試験に必要なこともやらなきゃいけない。SHP とは，過去をどういうふうに見るか，見方
のようなものです。もちろん，私も他の単元では，史資料を使った授業もやります。そこの戸棚にいっぱ

い資料が入っています。しかし，今回の単元を授業で扱うには，これに合うような史資料がありませんで

した。今回見て頂いた単元の授業は，新しいやり方です。私しかまだやったことのないような。史資料を

使わなかったのはそういった事情からです。
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３．授業者 Rick Rogers と 指導者 Dr. Denis Shemilt

授業者である Rick Rogersへの訪問は，ロンドン大学の歴史教育教授 Dr. Denis Shemiltにより，英国内のビッ
グヒストリー（Big History）教育の実践者として彼を紹介されたことで実現した。Dr. Denis Shemiltも，近年，Big
Historyの教育への導入を研究テーマの一つにしており，
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〈Dr.Shemiltの「学校でBig Historyを教える場合」〉

上記の「学校で Big Historyを教える場合」（出典不詳，
Dr.Shemilt からメールでデータ入手）には，その導入に
よって期待される成果と留意事項が整理されている。

また，以下に示す，A ～ C のカリキュラム関係の 3 つ
の資料も，Dr.Shemiltが構想したもの（出典不詳，Dr.Shemilt
からメールでデータ入手）であるが，A は「生産様式
（Modes of Production）」をテーマに，Bは「文化と習慣
（Culture & Praxis）」をテーマに，Cは「人間の拡大と移
動（Growth & Movement of Peoples）」をテーマに構想さ
れている。

Rogers 氏はリーズ大学時代に Dr.Shemilt の指導を受けたこともあり，この Dr.Shemilt の構成方法は，Rogers 氏
の今回観察した単元の 4つのテーマに大きな影響を与えていると考えられる。テーマの設定自体にも多少の誤差
があるにしても，共通点が多い。このことから Dr.Shemiltが英国内での代表的な Big Historyの実践者に推薦した
ことも首肯できる。
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〈Dr.Shemilt 資料Ａ〉
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〈Dr.Shemilt 資料Ｂ〉
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〈Dr.Shemilt 資料Ｃ〉
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なお，Rogers 氏も，Dr.Shemilt の論文を引用しながら，今回の単元およびカリキュラムについて，次のような
論文をまとめている。（http://ahdr.info/ckfinder/userfiles/files/Rick_Rogers_October_workshop_template.pdf ）
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４．Benton Park School情報

○ Benton Park SchoolのWebページ，http://www.bentonpark.org.uk/
○ Benton Park Schoolに関する Ofsted情報のWebページ，

http://reports.ofsted.gov.uk/inspection-reports/find-inspection-report/provider/ELS/108083
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５．日本の歴史教育に示唆するもの

現在，世界史の新潮流の一つになりつつあるビッグ･ヒストリー 1)の視点の導入と考えられる。ビッグ･ヒスト

リーとは，宇宙・地球・生物・人類の歴史を学際的な方法で統合的に理解しようとする試み 2)で，天文学や地理

学，生物学などの自然科学の研究成果も取り入れながら，人間中心の歴史認識を脱却して，宇宙や自然といった

環境の一部として人間を位置付けて歴史をとらえ直そうとするものである。今回の Rogers 氏の授業は，このビ
ッグ・ヒストリーの視点を実際の授業に組み込んだ事例であり，いくつかのテーマを設定し，カリキュラム全体

もそのテーマを軸にして進行する構成は，ビッグヒストリー教育の一つの典型である。日本ではまだなじみが薄

いビッグヒストリーを教育に導入する試みとして，この授業は示唆に富んでいる。

《注》

1)2011年のWHA（World History Association; 世界史学会; http://www.thewha.org/annual_conference_archive.php）で
は，３日間で合計 108 の分科会が設定されたが，そのうち，８つの分科会が Big History をテーマにしたもの
であった（http://www.thewha.org/files/conference_2011/Final_Program_WHA_Beijing_Conference.pdf）。
また，2010 年には，Ｄ･クリスチャンを会長とした International Big History Association が設立された。
（http://www90.homepage.villanova.edu/lowell.gustafson/bighistory/index.html）この学会のプロジェクトには，ビル
･ゲイツ財団の基金による Big History Project（http://www.bighistoryproject.com/）があり，Big Historyの教育内
容化が進められている。

2)http://www.bighistoryproject.com/，About Big Historyより。

《なお，本資料で紹介した Benton Park School の授業やインタビューおよびカリキュラム関連の資料は，すべ
て RickRogers 氏に提供して頂いたものである。伏して感謝したい。また，資料等の解釈や英文翻訳に誤りがあ
れば，それはすべて資料を整理した二井の責任である。》


